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はじめに  

いつも三菱ショーケースをご愛顧頂きまことにありがとうございます。  

本書はライフメイト・エコ他の設定関連の資料です。   

よ＜お読み頂き、作業時には有効にこ活用お願いします。  

本資料の構成について  

集中管理方式か単品方式かによって、参照ページが変わります。   

（目次の右側にある丸数字は下記を表しています）  

①「ライフメイト・エコ」   

集中管理ありで、Lシリーズショーケースとエコ対応インバータ冷凍機との組合せ  

②集中管理方式その他  

集中管理ありで、Lシリーズショーケースとその他冷凍機との組合せ  

③単品方式  

集中管理なしで、Lシリーズショーケースとその他冷凍機との組合せ  

本資料の見方について  

次ページの作業フローチャートに各方式毎にポイントとなる作業を示し、  

参照ページを記載してあります。  

1ページ   
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1－1）システム概要  

「ライフメイト・エコ」は、集中管理装置によりクルーピンクされたDCフラシレスイン   
バータ圧縮機搭載の冷凍機と、LEV（電子膨張弁）搭載の高機能ショーケースが、三菱独自  
のM－NET通信方式で常時お互いの運転情報を共有、最も効率のよい（省エネとなる）運転  
となるよう自動制御を行なうシステムです。  

省エネはもらろん、ショーケース、冷凍機とも冷却負荷に応じた最適運転を行なうことで、  
これまでのシステム以上に冷凍機の運転・停止、ショーケースの温調サーモ作動を低減でき、  
ショーケースの庫内空気温度、すなわら陳列商品の温度を安定的且つ高信頼度で管理すること  
ができます。  

お願い  

「ライブメイト・エコ」は、R404A冷媒専用のシステムです。R22を含むその  
他の冷媒ではシステムを構築できませんのでご注意ください。  

⇒1－8）注意事項 8ページ  

1－2）システム構成   

「ライフメイト・エコ」は冷凍機1台ことの系統学位で構築でき、以下の機器で構成されま  
す。  

a）「ライフメイト・エコ」対応機能付冷凍機  

⇒1－3）冷凍機について 4ページ  

b）「ライフメイト・エコ」対応機能付ショーケース  

⇒1－4）ショーケースについて 5ページ  

※プレハブ冷蔵・冷凍庫への適用  

⇒1－5）プレハフ冷蔵・冷凍庫について 6ページ  

c）集中管理装置（FM）、給電ユニット  

⇒1－6）コントローラについて 6ページ  

ユページ   



1－3）冷凍機について  

「ライフメイト・エコ」を構成する冷凍機は、システム対応機能を装備したインバータスク  
ロール冷凍機です。対応冷凍機の一覧は表1を参照のうえ、詳細仕様は冷凍機のカタロクなど  
で確認して＜ださい。  

お願い  

表1記載の冷凍機以外では、システムを構築することはできません。表1記載の冷凍  

機は一般の冷却システムで使用する汎用冷凍機なので、冷凍機運転時に制御基板上の  

ディップスイッチ操作で「ライブメイト・エコ」対応の設定にしてください。  

⇒第2章 工事編 2－3－1．インバータ冷凍機 22ページ  

表1．「ライフメイト・エコ」対応機能付冷凍機一覧  

お願い  

冷凍機の詳細仕様は、カタログなどで確認してください。  

▲ぺ－ジ   



1－4）ショーケースについて  
「ライフメイト・エコ」を構成するショーケースは、ライフメイト」シリーズの機種となり  

ます。Lシリーズの主な特徴及び注意事項などは以下の通りです。  

①冷媒循環王制御機器に従来の温度膨張弁に変えてLEV（電子膨張弁）を採用。  

LEVの開度制御（冷媒循環王制御）は、冷却器入口、出口の冷媒温度をサーミスタセン  
サで検知し、その温度差（スーパーヒート）に応じて行なっています。   

不票準的な多段ケースでの」EV、   
サーミスタセンサの配置は右図の   

通りです。  

②」シリーズの機種系列は、受注生産品も   
含めライフメイトKシリーズと同等のラ   
インナップです。但し、下記の仕様の   
ケースはシステム対応ができませんの   
で除きます。  

Lシリーズに含まれない機種（仕様）   

a）ローテーションデフロストケース  

（TA．RA－ZR）   

b）ホットガスデフロスト仕様  

＼ 、   

・、  
′－   

LEV入口センサ ニーJ  

← コントローラ（表示） 除霜センサ  

●  

しl  
I_ 7 

、＼吹出ロセンサ ズ ／  

′〆  

ノー  

」♂吸込古センサ ／′  

一  ‾三  

雪盲圭   

＼「三私 ＼ 

電削うンス＼っントローラ（制御）  

③「ライフメイト・エコ」を構築した系統では、ヒータデフロストケースの「同時通電防   

止」削方式を選択することはできません。   
※1；同時通電防止方式  

受電容量の制約などから冷凍機とデフロストヒータを同時に通電できない場合に、冷  
凍機が停止した後ヒータヘの通電を開始し、終了時は全ケースのヒータ通電が切れて  
から冷凍機を運転させる方式。  

⇒1－6）コントローラについて 6ページ   

④ライフメイト」シリーズのショーケースは、ショーケース単独での省エネを行なえる防露   
ヒータの通電時間制御機能を搭載しています。工場で機種に応じた通電時間制御の設定値   
を入力し、「制御あり」の状態で出荷します。設置後に「制御あり」、「制御なし」の設   
定変更ができます。  

⇒第2章 工事編 2－5）SO、CCのキー操作一覧 35，36ページ  

お長い   

ショーケースごとに設定されている通電時間制御の設定値は、ケース本体のSOボタ  
ン操作では変更できません。防露ヒータを100％通電とする場合には、「制御なし」への  
設定変更を行なってください。  

5ページ   



1－5）プレハブ冷蔵・冷凍庫について  
「ライフメイト・エコ」系統に、プレハブ冷蔵・冷凍庫を組み込むことができます。  

①プレハブ制御ユニットCCは「ライフメイト・エコ」対応機能付のものを使用して＜ださ  
い（発注時の型名はNS－YCCDと指定してください）。  

②従来のCC同様、システム立上げ時にアドレス設定、目標温度設定など各種設定値の入力  
を行ないます。このとき、新たにCCの制御対象となるプレハブ冷蔵・冷凍庫の所要冷凍  
能力を入力して＜ださい。所要冷凍能力は、プレハブ冷蔵・冷凍庫を含む系統の冷凍機選  
定時に用いた値を使用して＜ださい。  

⇒第2章 工事編 2－3－3．プレハブ冷蔵・冷凍庫（CC） 28ページ  

③プレハブ冷蔵・冷凍庫用のユニットクーラーは、R404A冷媒用の機器を選定してくだ  
さい。ユニットクーラーの冷媒循環王制御は、ユニットクーラー付属の温度膨張弁をその  
まま用います。  

プレハブ冷蔵・冷凍庫のユニットクーラーは、LEVによる熱交換器への冷媒循環土最  

適制御は行ないませんが、ショーケース同様冷却負荷として冷凍機に認識され、高効率  

運転への自動制御の対象となります。プレハブ冷蔵・冷凍庫のみの系統を表1に記載し  

た冷凍機を用いて構成した場合も、高効率運転制御が可能です。  
＿＿＿¶▼＿＿一．】¶▲－「 l ＿ノ  

④プレハブ制御ユニットCCとユニットクーラーとの電気配線は、従来どおりの配線を行な   
います。   

⇒Kシリーズテクニカルマニュアルコントロール編 33ページ  

1－6）コントローラについて   

（D集中管理装置  

「ライフメイト・エコ」を構築するのに、集中管理装置のマルチコントローラ（FM）  
を必ず使用してください。集中管理装置は、従来と同じ仕様のものを使用します。  

お青い  

「ライブメイト・エコ」の運転では、冷凍機と接続されているショーケース（プレハブ  
冷蔵・冷凍庫）とを相互通信させるため、グルーピング作業（従来と同様です）を必ず  
行ってください。  

⇒第2章 工事編 2－3－4．集中管理装置 30ページ  

②冷凍機異常通報器OC、冷凍機計測ユニットOE  

「ライフメイト・エコ」では、冷凍機異常通報器OCや冷凍機計測ユニットOEは使用   
しません。   

「ライフメイト・エコ」対応の冷凍機は、ディップスイッチ操作によって冷凍機保護装置   
作動時の通報機能と冷凍機の温度・圧力モニタ機能（※）が有効となるので、OCやOE   
を用いる必要がなくなります。  

※ 第2章 工事編 2－3－4．集中管理装置 30ページ  

6ページ   



（∋除霜コントローラOD  

「ライフメイト・エコ」では、除霜コントローラODは使用しません。  

除霜コントローラODは、ヒータ同時通電防止、ホットガスデフロスト、ローテーション   

デフロスト制御を行なうときに使用されます。ライフメイトLシリーズでは、ホットガス   

デフロスト仕様とローテーションデフロストケースはな＜、ヒータ同時通電防止方式を選   

択することはできませんのでODを用いる必要がな＜なります。  

お願い  

■ヒータ同時通電防止方式を行なわなくても良いように、受電容土は冷凍機とデフロス  

トヒータを同時に通電できる容土を設けてください。  

■受電容土の制約などがある場合でも、同時通電防止方式に替えて同時通電方式でのシ  

ステム構築ができないかご検討ください。  

ヒータ同時通t方式は、複数のショーケースをデフロスト時間をずらした複数の除1グ  
ループに分配できます。   

これに対し、同時通電防止方式は1台の冷凍機に1除霜グループのみの設定しかできま  
せん。同時通電方式では、デフロストヒータの入力を分散、低減することができます。  
「ライブメイト・エコ」ならデフロスト中はインバータ冷凍機の入力も減るので、冷凍  

機とデフロストヒータの合計入力を減らすことができます。  

④温度計測ユニットSB、漏電異常通報器E」、照明コントローラS」、   
ショーケース照明サブリモコンSR、給電ユニットPC   

従来と同じ用途、同じ方式で使用できます。  

1－7）システム構成機器の制御内容について  

集頗装攣（F崎  

ショーケース車中噂瑚坤   // // プレハブ村仲ユニットCC   

・温調制御  
IM－NET通信l   

・温調制御   

・除霜制御   ・除霜制御   

■ 

－，  ■二  
・圧縮機インバータ容i制御  

・コンデンサフアン回転数制御  

・目標慕先皇丘朝榊（ETシフト鯛押）  

SOがショーケースの運転制御を、CCがプレハプ冷蔵・冷凍庫の運転制御を、そして冷凍機  

基板が冷凍機の運転制御を各々個別に行います。集中管理装置は直接各機器の運転制御は行  

なっていないので、万が一集中管理装置の故障や通信異常（断線など）が発生した場合は、復  

旧されるまでショーケースやプレハフ冷蔵・冷凍庫内の商品にダメージを与えないように、各  

機器が単独でバックアップ運転を続行します。  

了ページ   



1－8）注意事項  

①既設設備の流用について  
「ライフメイト・エコ」はR404A冷媒専用の機器によるシステムの為、従来の冷媒  

仕様の既設ケースや既設冷凍機でのシステム構築はできません。また、冷凍機とショー  
ケースを捜続する延長配管も、従来の冷媒で使用された配管を流用することはできませ  
ん。  

⇒第2章 工事編 2－1）据付・配管工事について17ページ  

■既設ショーーケースの冷却器、配管部品及び既設延長配管内部に残留している従来の冷  

凍機油や冷那中の塩素が、R404A冷媒対応冷凍機油を劣化させ、機器の故障、異常  

の原因となります。  

■既設ケースの冷却器や配管部晶内部を洗浄し、部品交換などを施したとしても、製品  

の品質、性能・機能保証等の面で流用はできません。  

②既存店舗文王■応について  

リニューアルや増設などで既存店へ「ライフメイト・エコ」を導入する場合、冷凍機の   
系統単位でショーケース、冷凍機、延長配管の全てを新設できることが条件となります。  

お願い  

「ライブメイト・エコ」で構築する系統内には、既設ケースを含まないでください。  

「  
舗が集中管理装置（FM）を用いた集中管理を行なっている場合、複数の冷凍機系統  

内の一部を「ライブメイト・エコ」で新設し他の系統は既設のままだとしても、集中  

理装置はそのまま使用して「ライブメイト・エコ」を構築することができます。  

⇒1－10）システム設計事例 9ページ  

③氷蓄熱など他の設備との併用を検討する場合  

お願い  

氷蓄熱設備や他の省エネ設備などとの併用を検討する際は、当社営業担当に相談してく  

ださい。  

■「ライブメイト・エコ」と氷蓄熱を併用する場合は、制御を変更する必要があ  

す。  

「ライブメイト・エコ」は冷却負荷状況に応じたシステムの最適運転を実現するシステ  

ムであり、根間の軽負荷時も軽減した負荷に見合った冷凍機運転を行なうことで省エ  

ネを行ない諾す。冷凍機の夜Ⅶの余剰能力を活用して氷を作り、昼間の高負荷時にそ  

の放熱で冷却能力をまかなう氷蓄熱システムとの併用の際は、夜間の水生成に必手な  

冷却能力を冷凍機が出力できるようにする必要があります。  

1－9）部品手配について  

コントローラは、ショーケースを発注する際一緒に発注してください。  
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1－10）システム設計事例   

新店、既存店を問わず「ライブメイト・エコ」系統の条件は、次の2点となります。  

■ショーケー・ス・冷凍機がシステム対応機器であること  

■冷媒配管か従来の冷媒で使用されたものでないこと  

1．店舗の∃‡冷凍機系統を「ライブメイト・エコ」で構築  

集中管理裳  

1  

1系統（冷蔵）≠  

ライブメイト・エコl  

R404A冷媒  

●
●
●
●
●
●
 
 
 

除霜  
グループ  

n系統（冷凍）  

ライブメイト・エコ  
R404A冷媒  

冷媒配管  

2．店舗の一部の冷凍機系統を「ライブメイト■エコ」で構築  

集中管理装覆  

1系統（冷蔵）   

従来方式  
冷媒はR22、  
R404A任意  

「
‥
－
：
一
：
t
：
■
‥
－
‥
■
 
 ・

 
 

ヒータ（同時通t防止）  冷媒配管  

．．．．．…■  
●  
●  
●  

●－■  

●
●
●
●
…
…
…
…
…
…
…
…
 
 

プ
 
 
 

l＿  

； n系統（冷凍）  

ライブメイトエコ   
R404A冷媒  

■●■■■＝…＝＝＝＝■●  
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1－11）冷凍機の選定方法  
のショーケースの所要冶凍能  決定  

系統分けはLシリーズショーケースのカタロ  
ク、仕様表に記載している冷凍機選定用蒸発  
温度別に行なってください。  

売り場レイアウト、ショーケースの仕様  
が決定したら、これらをもとにショー  
ケースの系統分け案を作成します。  

お願い  

高鮮度ヒナ段ケースTN、TP－ZSの冷凍機選定用蒸発  
温度は－170cです。系統分け時は専用系統となるようにして  
ください。どうしても専用系統にできない場合は、他の形  
態の生鮮用ケースとのみ組合せてください。  

系統内の各ショーケースの所要冷凍能力  
の合算値を算出します。  

カタロク、仕様表には周囲条件25℃60％時  
と27℃70％時（アイスケースの場合は  
60％）の所要冷凍能力を記載しています。  
使用する条件に応じて選定してください。  
標準仕様以外の棚セットで使用する場合は、  
所要冷凍能力の補正を行ってください。  
⇒Kシリーズテクニカルマニュアル総合編  
27、28ページ  

通常考えられる環境変化（日射、周囲風速変  
化、商品陳列、搬入扉及び入口扉開閉、プル  
ダウン特性）による冷却負荷増加に対する余  
裕を見込む物です。  
⇒Kシリーズテクニカルマニュアル総合編  
29ページ  

②冶凍機の冶凍能力を卓出しますn  

本資料12ページの配管長別能力表を使  
用します。インバータ冷凍機の配管長別  
能力表では、－20℃より低い蒸発温度で  
は最大周波数90Hz時の能力を、－20℃  
以上の蒸発温度では最大周波数90Hz時  
の能力と80Hz時の能力を記載していま  
す。一20℃以上の蒸発温度（冷蔵温度  
帯）の系統で冷凍機選定をする場合は、  
最大周波数90Hz時の能力を使用する  
か、80Hz時の能力を使用するかを冷凍  
機（コンデンサー）の設置条件より決定  
します（最大周波数決定の日安は12  
ページを参照ください）。  

配管長別能力表は、延長配管の曲がりなどを  
直管相当に置き換えたものです。実際の配管  
経路での曲がりの箇所の数などを考慮して、  
配管相当長を選定してください。  

R404AはR22と比較し、冷媒特性の違いよ  
り下記のような特徴があります。  
■冷媒循環1が多い  
■高圧上昇による能力低下が大きい  
■高圧部の過冷却が取れていないときの   

能力低下が大きい  
設計時には冷凍機の設置条件（高圧上昇  
の防止）、圧力損失（高圧部・低圧部）  

の低減などを考慮してください。   
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配管長別能力表の記載冷凍能力は、外気温度  
35℃、吸入ガス温度18℃での値です。実用  
上の能力（冷却器出口スーパーヒート相当で  
の能力）は表示値よりも小さくなるので、補  
正が必要となります。  

次にR404A冷凍機の能力換算係数を用  
いて配管長別能力表に記載の能力を補正  
します（換算係数は12ページを参照く  
ださい）。  

e）  

③冷凍機を選定します∩  

耳   

を経て算出した冷  ライフメイト・エコ対応のインバータ冷凍機  
の呼称出力は、11k仙と18．5kWです。  
ショーケースの合算冷凍能力とのバランスが  
悪い場合には、a）項での系統わけ案を変更で  
きないか検討してください。  

d）項、e）項のステッ   
凍機の冷凍能力と、C）項で決定した冷凍  
機選定用ショーケース合算能力とが下記  
の条件を満たす冷凍機を選定してくださ  
い。  

冷凍機選定用冷凍能力 ≦ 冷凍機能力  

■冷凍機選定例  

冷凍機選定例で使用しているa）～f）の符号は、選定手順の符号と合致します。  

（む冷蔵系統の例  ②冷凍（アイス）系統の例  

a）系統分け案での構成機種  

KRTJS879SL：3台  
KR－JS679SL：3台  

KR－JS179SLED：2台  

a）系統分け案での構成機種  

TE－HS255DL：2合  

TA－MS255ML：2合  

JR－MS879SL：3合  

冷凍機選定用  
蒸発温度－10℃  

冷凍機牒定用  
蒸発温度－40℃  

b）所要冷凍能力の合算値算出  

●周囲条件27℃70％で選定  

●棚セットは標準  

TE－HS255DL：3．98kW＊2＝7．96kW  

TA－MS255ML：4．30kW＋2＝8．60kW   

JR－MS879SL：1．29kW＋3＝3．87kW  

系統内所空冷凍能力合計値＝20．43kW   

c）冷凍機選定用の合算冷凍能力の決定  

●冷凍機選定用蒸発温度－10℃  

⇒補正値（安全率）＝1．15  

b）所要冷凍能力の合算値算出  

●用途はアイスクリーム用  

●周囲条件27℃60％で選定  

KR－JS879SL：1．51kW＊3＝4．53kW  

KR－JS679SL：1，13kW＊3＝3．39kW  

KR－JS179SLED：0．70kW＊2＝1．40kW  

系統内所要冷凍能力合計値＝9．32kW   

c）冷凍機選定用の合算冷凍能力の決定  

●冷凍機選定用蒸発温度－40℃  

⇒補正値（安全率）＝1．30  

決定値＝20．43kW＊1．1  決定値＝9．32kW＊1．30  23．50k  12．12k  

d）配管長及び最大周波数の決定  

●直菅相当配管長＝50m  

●蒸発温度一20℃以上かつ、夏場に外気温が  

35℃起と想定  

⇒80Hzの能力表を選定（10ページ参照）   

e）配管長別能力表の冷凍能力を換算係数で補正  

●冷凍機の候補はERAV－EPllOA  
●電源周波数は50Hz  

80Hzの配管長別能力表で蒸発温度一10℃、  

50Hz、50mの能力を読む ⇒ 25．84kW   能力換算係数表より蒸発温度－10℃の係数  

d）配管長及び最大周波数の決定  

●直菅相当配管長＝80m  

●蒸発温度が－20℃より低い  

⇒90Hzの能力表を選定（10ページ参照）  

e）配管長別能力表の冷凍能力を換算係数で補正  

●冷凍機の候補はECAV－EP185A  

●電源周波数は50Hz  

90Hzの配管長別能力表で蒸発温度－40℃、  

50Hz、80mの能力を読む ⇒13．38kW  

能力換算係数表より蒸発温度－40℃の儒教  

は95．0％（0．95）  

冷凍機の冷凍能力＝25，84kW＊0．95  

は91．5％（0．915）  

冷凍機の冷凍能力＝13．38kW＊0．91  24．55k  12．24k   

f）選定条件を満たしているか確認  

冷凍機選定用冷凍能力  冶凍機能力  

23．50kW ≦ 24．55kW  

f）選定条件を満たしているか確認  

冷凍機選定用冷凍能力  冷凍機能力  

12．12kW ≦ 12．24kW  

ERAV－EPllOAを選定する  ECAV－EP185Aを選定する  
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お願い  

R404A仕様のインバータ冷凍機選定用の資料です。  

（D蒸発温度ごとの能力補正（全機種）   

②－20℃以上の蒸発温度時の最大周波数選定（該当機種）を必ず行なってください。   
③中温用MAタイプの能力値も同一です。（－17、－15、－100cの場合）   

①蒸発温度ことの能力補正（全機種）：R404A冷凍能力換算係数表  

蒸発温度（℃）  －45   －40   －30   －17   －15   －10   

換算係数（％）  90．9   91．5   92．7   94．2   94．4   95．0   

R404A機の配管長別冷凍能力（吸入ガス温度18℃）は、同容量のR22機に比べて大きくなります。しかし、  

実用上の能力（スーパーヒート5～10）は蒸発温度に応じて小さくなるので、換算係数を用いて補正してください。  

2
 
 

－45  －25  －5  

蒸発温度（Oc）  

■インバータスクロール冷凍機 配管長別能力表（1／5）  

形名  ERAV－EP67HA  一体空冷   

インバータ圧縮機運   転周波数：50Hz  配管径：¢15．88／¢31．75  AT：     外気温度35℃   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

温度  50Hz  60Hz   

（Oc）   Om        100m   Om  
－10   17．68  1¢．75  16．39  15．85  15．55  17．66  16．75  16．39  15．85  

－15   14．97  14．18  13．87  13．40  13．14  14．97  14．18  13．87  13．40  

－30   8．41  7．95  7．77  7．50  7．35   8．41  7．95  7．77  7．50  

－40   5．28  5．01  4．90  4．75  4．66   5．28  5．01  4．90  4．75  

－45   4．09  3．89  3．81  3．70  3．63   4．09  3．89  3．81  3．70  
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お願い  

R404A仕様のインバータ冷凍機選定用の資料です。  
①蒸発温度ごとの能力補正（全機種）  

②－200c以上の蒸発温度時の最大周波数選定（該当機種）を必ず行なってください。  
③中温用MAタイプの能力値も同一です。（－17、一15、－10℃の場合）   

■インバータスクロール冷凍機 配管長別能力表（2／5）  

形名  ERAV－EP75A  一体空冷   

インバータ圧縮機運   転周波数：75Hヱ  配管径：¢15．88／¢31．75  AT：外気温度35℃   

蒸発  配     管相当長別能力（kW）  

50Hz  60Hz   温度  

（℃）   Om        100m   Om  
－10   23．23  21．49  20．72  19．67  19．08  23．23  21．49  20．72  19．67  

－15   19．92  18，37  17．69  16．76  16．25  19．92  18．37  17．69  16．76  

－17   18．68  17．21  16．5（i  15．68  15．20  18．68  17．21  16．56  15．68  

－30   11．82  10．83  10．40  9．82  9．50  11．82  10．83  10．40  9．82  

－40   7．94  7．28  6．gg  6．61  6．40   7．94  7．28  6．99  6．61  

－45   6．46  5．92  5．69  5．37  5．20   6．46  5．92  5．69  5．37  

インバータ圧縮機運   転周波数：65Hヱ  配管径：¢15．88／¢31．75  AT：外気温度35℃   

蒸発  配     管相当長別能力（kW）  

温度  50Hヱ  60Hヱ   

（℃）   Om        100m   Om  
－10   21．02  19．62  19．01  18．17  17．70  21．02  19．82  19．01  18．17  

－15   17．87  16．65  16，13  15．40  14．99  17．87  16．65  16．13  15．40  

－17   1（i．70  15．58  15．06  14．38  14．00  16．70  15．58  15．06  14．38  

形名  ERAV－EP97HA  一体空冷   

インバータ圧縮機運   転周波数：70Hヱ  配管径：¢19．05／¢38．1  AT：外気温度350c   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

温度  50Hヱ  60Hz   

（℃）   Om        100m   Om  
－10   24．63  23．60  23．23  22．66  22．33  24．63  23．60  23．23  22．66  
－15   20．97  20．07  19，74  19．24  1臥95  20．97  20．07  19．74  19．24  

－40   7．68  7．35  7．24  7．06  6．96   7．68  7．35  7，24  7．06  

－45   6．03  5．78  5．69  5．55  5．48   6．03  5．78  5．69  5．55  
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お願い  

R404A仕様のインバータ冷凍機選定用の資料です。  

①蒸発温度ごとの能力補正（全機種）  

②－200c以上の蒸発温度時の最大周波数選定（該当機種）を必ず行なってください。  

③中温用MAタイプの能力値も同一です。（－17、－15、－10℃の場合）   

■インバータスクロール冷凍機 配管長別能力表（3／5）  

形名   ERAV－EPllOA・MA  一体空冷  

ERV－EPl  10A・MA  リモート空冷（コンデンサRM－P150A）   

インバータ圧縮機運   転周波数：90Hz  配管径：¢19．05／¢38．1  AT：外気温度35℃   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

60Hz   温度     50Hz  
（Oc）   Om      80m  100m   Om  

－10   31．12  29．15  28．36  27．42  26．61  31．12  29．15  28．36  27．42  
－15   26．35  24．74  24．05  23．0了  22．51  26．35  24．74  24，05  23．07  

－17   24．65  23．10  22．44  21．52  20．99  24．65  23．10  22．44  21．52  

－30   14．99  14．04  13．63  13．05  12．73  14．99  14．04  13．63  13．05  

－40   乱88  8．96  8．72  8．37  8．18   9．88  8．96  8．72  8．37  

－45   7．28  7．02  6．83  6．57  6．43  7．28  7．02  6．83  6．57  

インバータ圧縮機運   転周波数：80Hz  配管径：¢19．05／¢38．1  AT：外気温度350c   

配管相当長別能力（kW）  

50Hz  60Hz   温度  

蒸発              （℃）  Om        100m   Om  
－10   27．81  26．40  25．84  25．01  24．54  27．81  26．40  25．84  25．01  

－15   23．68  22．45  21．95  21．22  20．81  23．68  22．45  21．95  21．22  

－17   22．14  20．97  20．50  19．82  19．42  22．14  20．97  20．50  19．82  

形名   ECAV－EP150A・MA  一体空冷  

ECV－EP150A・MA  リモート空冷（コンデンサRM－P165A）   

インバータ圧縮機運   転周波数：60Hz  配管径：¢19．05／¢44．45  AT：外気温度350c   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

温度  50Hz  60Hz   

（℃）   Om        100m   
－10   38．18  38，55  35．95  35．03  34．51  42．90  40．80  39．47  38．92  

－15   32．42  30．98  30．45  29．63  29．17  35．98  34．03  33．24  32．10  

－17   30．26  28．91  28．39  2了．62  27．19  33．43  31．61  30．88  29．81  

－30   18．31  17．44  17．11  16．61  16．33  19．86  18．80  18．38  17．77  

－40   11．55  11．01  10．81  10．50  10．33  12．96  12．33  12．09  11．74  

－45   8．97  8．56  8．41  8．18  8．06  10．60  10．19  10．02  9．77  

14ページ   



お願い  

R404A仕様のインバータ冷凍機選定用の資料です。  
（D蒸発温度ごとの能力補正（全機種）  

②－200c以上の蒸発温度時の最大周波数選定（該当機種）を必ず行なってください。  

③中温用MAタイプの能力値も同一です。（－17、一15、一100cの場合）   

■インバータスクロール冷凍機 配管長別能力表（4／5）  

形名   ECAV－EP185A・MA  一休空冷  

ECV－EP185A・MA  リモート空冷（コンデンサRM－PllOAX2）   

インバータ圧縮機連   転周波数：90Hz  配管径：¢22．22／050．8  AT：外気温度350c   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

温度  50Hz  60Hz   

（℃）   Om        100m   Om  
－10   48．65  48．49  45．81  44．76  44．17  52．19  49．81  48．98  4了．70  

－15   41．05  39．37  38．78  37．85  37．33  44．30  42．41  41．67  40．54  

－17   38．30  36．72  36．15  35．28  34．79  41．52  39．65  38．94  37．88  

－30   22．95  22．08  21．73  21．20  20．90  25．52  24．38  23．92  23．24  

－40   14．81  13．89  13．69  13、38  13．21  17．08  15、78  15．50  15．07  

－45   10．92  10．77  10．63  10．40  10．28  12．59  12．49  12．26  11．94  

インバータ圧鮨機運   転周波数：80Hz  配管径：¢22．22／¢50．8  AT：外気温度35℃   

配     管相当長別能力（k   W）  

温度  50Hz  60Hz   

蒸発                      （℃）  Om        100m   Om  
－10   45．10  43．47  42．94  42．09  41．82  49．49  47．21  46．51  45．43  
－15   38．23  36．82  36．35  35．61  35．19  41．85  40．13  39．51  38．55  

→17   35．66  34．34  33．89  33．19  32．80  39．11  37．48  36．89  35．98  

形名   ECAV－EP225A・MA  一体空冷  

ECV－EP225A・MA  リモート空冷（コンデンサRM－PllOA、RM－P150A）   

インバータ圧籍機運   転周波数：60Hz  配管径：¢22．22／¢50．8  AT：外気温度35℃   

蒸発  配     管相当長別能力（kW）  

50Hz  60Hz   温度  

（℃）   Om        100m   Om  
－10   54．00  51．68  50．83  49．53  48．79  61．37  58．19  56．91  55．03  
－15   46．08  44．03  43．26  42．10  41．44  52．37  49．54  48．39  46．72  

－17   43．12  41．17  40．44  39．33  38．70  49，00  46．32  45．22  43．62  

－30   26．76  25．47  24．97  24．22  23．80  30．33  28．54  27．80  26．74  

－40   17．59  18．73  16．39  15．90  15．62  19．78  18．60  18．11  17．42  

－45   14．11  13．43  13．17  12．78  12．57  15．76  14．83  14．55  13．91  
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お早い  

R404A仕様のインバータ冷凍機選定用の資料です。  

①蒸発温度ごとの能力補正（全機種）  

②一20℃以上の蒸発温度時の最大周波数選定（該当機種）を必ず行なってください。  
③中温用MAタイプの能力値も同一です。（－17、－15、－10℃の場合）   

■インバータスクロール冷凍機 配管長別能力表（5／5）  

形名 ECAV－EP260A・MA  一体空冷  

ECV－EP260A■MA  リモート空冷（コンデンサRM－P150AX2）   

インバータ圧縮機運     転周波数：90Hz  配管径：¢28．58／¢66．68  AT：外気温度35℃   

蒸発  配       管相当長別能力（K   w）  

50Hz  60Hz   温度  

（℃）   0            100m   Om  

－10   6  4  ．44  62．91  62．64  62．10  61．84  72．41  70．37  69．88  68，99  
－15   5  4  ．88  53．55  53．30  52．81  52．58  61．14  59．40  58．97  58．21  

－17   5  □  ．30  50．05  49．81  49．35  49．12  56．96  55．33  54．93  54．21  

－30   3  n  ．48  30．67  30．51  30．21  30．06  34．96  33．97  33．73  33．30  

－40  0  ．83  20．32  20．22  20．03  19．93  22．80  22．20  22．06  21．83  

－45   口  5  ．44  15．06  15．00  14．87  14．80  17．09  16．66  16．57  16．41  

インバータ圧縮機運     転周波数：80Hz  配管径：¢28．58／¢66．68  AT：外気温度35℃   

蒸発  配       管相当長別能力（kW）  

50Hz  60Hz   温度  

（℃）   0            100m   Om  
－10  口  ．19  59．82  59．62  59．18  58．98  68．15  66．42  66．06  65．39  

－15  2  ．21  50．92  50．73  50．34  50．15  57．99  56．48  56．16  55．56  

－1了  8  ．72  47．60  47．41  47．03  46．86  54．19  52．77  52．46  51．89  

形名   ECAV－EP300A－Q・MA  一体空冷  

ECV－EP300A－Q・MA  リモート空冷（コンデンサRM－P150AX2）   

インバータ圧縮機運   転周波数：90Hz  配管径：¢28．58／¢66．68  AT：外気温度35℃   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

温度  50Hz  60Hz   

（Oc）   Om        100m   Om  
－10   74．58  72．88  72．62  72．07  71．81  81．99  79．88  79．44  了8．62  

－15   63．53  62．05  61．81  61．30  61．06  69．96  68．12  67．72  66．98  

－17   59．38  57．99  57．76  57．28  57．05  65．44  63．71  63．32  62．62  

－30   36．36  35，50  35．34  35．03  34．87  40．25  39．15  38．90  38．44  

－40   23．30  22．75  22．66  22．46  22，38  25，85  25．17  25．01  24．75  

－45   17．72  17．34  1了．25  17．11  17．06  19．69  19．18  19．08  18．88  

形名 ECAV－EP335A－Q・MA  一体空冷  

ECV－EP335A－Q・MA  リモート空冷（コンデンサRM－P150AX2）   

インバータ圧縮機運   転周波数：90Hz  配管径：¢28．58／¢66．68  AT：外気温度35℃   

蒸発  配管相当長別能力（kW）  

50Hz  60Hz   温度  

（Oc）  100m   Om  

－10   

－15   68．28  66．68  郎．43  65．88  65．62  74．21  72．26  71．84  71．05  

－17   ¢3．88  62．38  62．13  61．61  61．37  89．47  67．63  67．22  66．47  

－30   39．35  38．41  38．24  37．90  37．73  42．93  41．76  41．69  41．00  

－40   25．32  24．73  24．63  24．24  24．33  27．66  26．g4  26．77  26．48  

－45   19．31  18．89  18．80  18．64  18．58  21．11  20．57  20．45  20．24  
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②インバータ冷凍機の電気配線工事  

電源工事については、冷凍機に付属の据付工事説明書を参照して実施してください。  

その他に、伝送線を冷凍機の基板へ接続してください。  
接続箇所：メイン基板上にある「CINS2」コネクタです。  
接続方法：伝送線と伝送線接続コネクタの配線同士を圧壱や端子台などで接続して、  

コネクタ側を基板に接続してください。  

‾‾‾‾●●‾‾●●●‾‾‾‖‾‾●●●  
魚島岳象融脊「  

l  

l  

l  

l  

「CNS2」へ接続！   

伝送線  †  伝送緑接続コネクタ  
接続   （冷凍機に付属）  

（圧巻や端子台なと使用して）  
l  

■▼■’〉－」‾■州 
l  

iて l●●●＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿●●●＿＿＿＿●●●●●●＿＿＿l  
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2－3）システム立上げについて  

2－3－1．インバータ冷凍機の設定  

●設定1（システム用途とM－NETアドレスの設定）”ERAV－EP55A以外（EP55Aは次ページ参照）  

電源投入前に、メイン基板上にあるディップスイッチ3の設定を行ないます。  

＜メイン基板の配置＞  ＜メイン基板部分＞  

お願い  

●下記の設定は、電源投入時に識別される内容です。  

電源投入している場合は、一旦電源を落としてから設定を行なってください。  

●通信設定及び省Ⅰ捕り御設定   

ディップスイッチ3－1及び3－2を「OFF」→「ON」にして＜ださい。  

番号   項目   OFF時   ON時   備考   

3－1   ライフ●メイトⅠ］での通信設定  氾テム通信なし  システム通信あり  ※ユニット電源投入時に識別   

3－2  ライフ●メイトⅠ］での制御設定  省Ⅰ補り御なし  省Ⅰネ制御あり  3－1がON時に有効、※同上   

●M－NETアドレス設定   

ディップスイッチ3－3～3－7を設定したいアドレスに対応するスイッチ状態にして＜ださい。  
番号   項目   OFF時   ON時   備考   

3－3′～  M－NETアドレス   組み合わせ（※下表参照）により  ※ユニット電源投入時に識別   

3－7  設定   アドレスを設定   

※M－NETアドレスーディップスイッチ対応表（“0”が「OFF」、“1”が「ON」）  

アドレス  

番号   3  4  5  6  

151   
0  0  0  0  
口  0  0  0  

152  0  口  0  0  

153   口  口  0  0  

154  0  0  口  0  

155  口  0  口  0  

156  0  口  口  0  

157   口  口  口  0  

アドレス  

番号   3  4  5  6  
158  0  0  0  口  

160  0  口  0  口  

161   口  口  0  口  

162  0  0  匂  ロ  

163  口  0  ロ  口  

164  0  口  口  口  

165  口  口  口  口  

アドレス  

番号   3  4  5  6  
166  0  0  0  0  
167   口  0  0  0  

168  0  口  0  0  

169   口  口  0  0  

170  0  0  口  0  

171   口  0  匂  0  

172  0  口  口  0  

173  円  口  口  0  

アドレス  

番号   3  4  5  6  
174  0  0  0  口  

175   口  0  0  口  

176  0  口  0  口  

177  口  口  0  匂  
178  0  0  8  口  

179   口  0  口  口  

180  0  口  口  口  

181   口  口  口  Ⅶ  

お願い  

アドレスは「151」から順番に割り当ててください。  
（151、152、153、154、155、・・・）  
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●設定1（システム用途とM－NETアドL／スの設定）…ERAV－EP55A  

電源投入前に、メイン基板上にあるディップスイッチ3および4の設定を行ないます。  

＜メイン基板部分＞  ＜メイン基板の配置＞  

お願い  

●下記の設定は、電源投入時に識別される内容です。  

電源投入している場合は、一旦電源を落としてから設定を行なってください。  

●通信設定及び省Ⅰネ制御設定   

ディップスイッチ3－1及び3－2を「OFF」→「ON」にして＜ださい。  

番号   項目   OFF時   ON時   備考   

3－1   ライフ■メイト・工］での通信設定  システム通信なし  システム通信あり  ※ユニット電源投入時に識別   

3－2  ライフ■メイト工］での制御設定  省Ⅰ縄り御なし  省Ⅰネ制御あり  3－1がON時に有効、※同上   

●M－NETアドレス設定   

ディップスイッチ4－1～4－4を設定したいアドレスに対応するスイッチ状態にしてください。  
番号   項目   OFF時   ON時   備考   

4－1′）  M－NETアドレス   組み合わせ（※下表参照）により  ※ユニット電源投入時に識別   

4－4  設定   アドレスを設定   

※M－NETアドレスーディップスイッチ対応表（“○”が「OFF」、“1”が「ON」）  
アドレス  アドレス  

番号   ロ  2l3   4  

158  0  0  0  口  

159  口  0  0  口  
160  0  口  0  口  

161   口  口  0  月  

162  0  0  口  口  

163  口  0  口  口  

164  0  口  口  口  

165  口  口  口  口  

お願い  

アドレスは「151」から順番に割り当ててください。  
（151、152、153、154、155、・・・）  
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●設定2（目標蒸発温度の設定）‥・ERAV－EP55A以外（EP55Aは次ページ参照）  

メイン基板上にあるロータリースイッチとスライドスイッチを使用して設定を行ないます。  

転暴い  

●目標蒸発温度はバックアップ運転（通償異常専発生時）で使用しますので必ず改定  

してください。設定を行わないと出荷値（一400c）でのバックアップ運転となります。  

SWU2＝O  SWUl＝1  

重量   
（1）ロータリースイッチのポジションを右図の位置にして＜ださい。   

（2）スライドスイッチを上下させることにより、   

目標蒸発温度を希望の値に変更して＜ださい。（下図参照）  

組設定傭を変更するとデジタル蓑示儀が点滅衰示となります。  

（3）スライドスイッチが中心の位置にて目標とする蒸発温度がデジタル表示されている状態で、   

プッシュスイッチ（下図）を1秒間押して設定値を確定します。  
※設定値を確定すると、デジタル表示が点滅→点灯表示に変わります。   

（目標低圧圧力、低圧力ット切・入値は自動計算され設定されます）  
＝二二二二二j≠こ二＝＝＝（iii言）  薗  

1秒間押す  

三卜‘Jニ   ℃   －5  －10  －15  －20  －25  －30  －35  －40  －45   

白書E圧   MPa  0．413  D．333  0月88  0202  8．149  0．1【泊  0．脚  0．03l  0．DO4   

低圧力ットOFF■  MP8  0．283  0．202  a149  0．IO3  8．αさ4  0，031  0．α：払  －0，020  －8．020   

低圧力ットON■  MP8  a312  0．251  a】98  0．152  0．11〇  0．080  0，053  0．020  0．DDD   

（4）ローダ」－スイッチのポジションを   

元の位置に戻して＜ださい。  
0．4幻  

0．仰  

○∬  

0．叩  

0．2よl  

O」2（》  

0．1幻  

0．1（Xl  

0．（馴  

0．伸  

一0．㈱  

目■  

t圧力・  

旺力l   

■  

′．′■′‘」  

一′▼’  
ノーー′  

＜参考：ショーケース用途別蒸発温度＞  

ショーケース用途  蒸発温度   

冷蔵  青果用   

巳配・乳製品用  
－10℃  

精肉・鮮魚用   

精肉・鮮魚（高鮮度）用   
－13℃  

冷凍  チルド用   －30℃  

冷凍食品用（FS、FF）   －35℃  

冷凍食品・アイスクリーム用   －38℃   

（
q
d
王
）
玉
出
出
世
 
 

一知 －▲5 －▲0 －お 一節 一方 一加 －15 －10  

日礪幕馳（℃）  
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●設定2（E］標蒸発温度の設定）…ERA＞－EP55A  

メイン基板上にあるディップスイッチとロータリースイッチを使用して設定を行ないます。  

お琴い  

●目標蒸発温度は′くックアップ運転（通信異常等発生時）で使用しますので必ず設定  

してください。設定を行わないと出荷値（－100c）でのバックアップ運転となります。  

目標とする薫発温度相当の低圧圧力になるように、自動的に圧ヰ♯の斬を制御します。  
エ場出荷設定では、目標兼莞温度が一10℃となるように設定されています。  

く目標蒸発温度設定方法＞  

①ディップスイッチSW2・9がONとなっていることを障諾してください。  
（工場出荷時SW2－9はONとしています。OFFとなっている場合はDNにしてください。）  

②下表の例に従いロータリスイッチにより目標蒸発雇慮を設定してください。  

目謝  

邑櫻慕発温度   ロづリスイ頭設定  デシりん表示  

SWU2  SWUl  LDl  
（10の位）  （1の位）   

－5℃   0   5   －5   
－10℃   1   0   －10   
－15℃   1   5   －15   
－20℃   2   0   －20   

－10℃（工場出荷設定）   0   0   －10   

目標燕尭温度の設定範囲は－5－】20℃（1℃刻み）ですイロータリスイッチの翫龍耶05一節ですJ  

設定範囲外に設定されますと、自動柑こ－10℃を目標とします。  
ロータリスイッチの操作後、5秒憫は目標素発温点がデジタル表示されます。  
5秒間ロータリスイッチの操作がなけれlよ設定傭を確定しデジタル表示は低圧圧力表示に戻ります。  
他のチけブスイッチによるサービス機能を設定しなし場合、ディップスイッチSW2・9はONのままでか乱1ません。（他のデ  
ィップスイッチによるサービス義能を設定される場合はディップスイッチSW2・9をOFFにすることにより設定値を保存してく  

ださい。）  

目礪蒸発濃度を設定しますと、目標低圧圧九竜圧力ット切倭、低圧力ット人膚は自動計書され設定されます。それぞれの値  
は下表を参考にしてください。  

把ヨu旺  （肘■）  

℃   －5   －10   －15   －20   

目標低圧   MPa   0．413   0．333   0．263   0．202   

低圧切億   M申   0．221   0．196   0．172  0．147   

低圧入書   MPa  0．270   0．245   0．221  0．196   

ショートサイクル運転防止のため、  
圧制l膵止してから3分間は低圧圧  

力が入傭となっても起動しません。   

腋駄圧圧力は圧榊吸入配琶部の低圧センサにより毒賊］しています。  
き内の目標蒸発温附こ対して、社長配管分の圧損を考■して設定してください。  

＜参考：ショーケース用途別蒸発温度＞  

ショーケース用途  蒸発温度   

冷蔵  青果用   

日配・乳製品用  
－10℃  

精肉・鮮魚用   

精肉・鮮魚（高鮮度）用   
－13℃  
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●設定3（低圧力ット復帰遅延時間の設定）  

メイン基板上にあるロータリースイッチとスライドスイッチを使用して設定を行ないます。   
（スイッチ図は設定2を参照ください）…ERAV－EP55A以外  

吟声い  

●復帰遅延時間の出荷値は“柑0秒”です。復帰遅延時間を変更することで低圧力ット  
による温度上昇がおさえられますので、“100秒”にしてください。  

●ERAV－EP55Aは、時間変更ではなくモード変更です。  
ディップスイッチ3－5を「OFF」→「ON」に変更して、3分再起モードなしとしてください。  

（1）ロータリースイッチのポジションを下記の位置にして＜ださい。  
SWU2＝O SWUl＝3  

（2）設定値（デジタル表示の値）を“180（秒）”→“100（秒）”に変更してください。  
・スライドスイッチが下側の位置で数値がタウン（約1秒毎）します。  
・表示が“180”→“179”→“178”・・・と変わります。  

・表示が“100”になったらスライドスイッチを中心の位置に戻します。  

（3）設定値を“100”で確定して＜ださい。  
・スライドスイッチが中心の位置で表示が“100’’になっている状態で  

プッシュスイッチを1秒間押します。  
・設定値が確定となり、点滅→点灯に変わります。  

（4）ロータリースイッチのポジションを元の位置に戻して＜ださい。  

次の設定は、チルド・冷食・アイス系統のみ行ないます。  

●設定4（低圧力ットOFF値の設定）  

メイン基板上にあるロータリースイッチとスライドスイッチを使用して設定を行ないます。   
（スイッチ図は設定2を参照ください）  

お早い  

●低圧力ットOFF値の出荷値は“Auto”（目標蒸発温度から自動計算）です。ライブ  

メイトーエコ運転では目標蒸発温度の変化と共に低圧力ットOFF値も変化します。  

冷凍系統では低圧力ッ卜しにくくなるよう“－0．020日Pa”に変更してください。  

（1）ロータリースイッチのポジションを下記の位置にしてください。  

SWU2＝O SWUl＝4   

（2）設定値（デジタル表示の値）を“Auto（自動計算）”→“－0．020（Mpa）”に変更して＜ださい。   
・スライドスイッチが上側の位置で数値がアップ（約1秒毎）します。   
・表示が“Auto”→“－0．040’’→“－0．035”・・・と変わります。   

・表示が“－0．020”になったらスライドスイッチを中心の位置に戻します。   

（3）設定値を“－0．020”で確定してください。   
・スライドスイッチが中心の位置で表示が“－0．020”になっている状態で  

プッシュスイッチを1秒間押します。   
・設定値が確定となり、点滅→点灯に変わります。   

（4）ロータリースイッチのポジションを元の位置に戻してください。  
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2－3－2．ショーケース（SO）の設定  

●機器番号設定  

●電源投入で液電磁弁が開き、   

周囲温度に関わらずLEVが   

一定開度で常時開きます。  

●冷媒主調整は、システム   
立上げ後に行ってください。  

（1）ショーケースの電源を入れる  

表示器に“Ad”が表示されます。  
この状態で真空引きと冷媒チャージを行います。  

●機器番号は、“01”～   

“99”，“－01”（101）   

～“－99”（199）の範囲   
で設定します。  

を押して、機器番号を選択する  

虻＝  
▲ ▼   

機器番号が点灯します。  

●点滅は除霜モード禁止の   

状態です。  

●電源投入後、16秒以内に   
押した場合には“－－ ”が   

しばら＜表示されます。  

を押す  

音 
（0℃の場合）  

現在の庫内温度表示が点滅します。   

SOの立上げは終了です。通常の運転モードにするには、集中管理装置にて行います。  

●他のシステム機器がある場合   

●集中管理装置のみで、他のシステム機器がない場合  

お願い  

●SOの立上げは冷却運転開始前に完了してください。“Ad”表示の状態ではLEVの   

開度を固定しているので、冷却運転開始すると液バック等が発生する要因となります。  

●SO立上げ時のLEV動作   

“Ad”表示（立上げ中）：機種毎に設定されている起動開度で固定しています。   

庫内温度表示（立上げ終了）：SHによる開度制御を開始します。（但し、冷却器入口  

温度が50c以下になるまでは固定を継続。以降も電源投入後一度だけ判定を実施）  

●庫内温度表示の前に電源を落とし再投入すると、“Ad”表示に戻ります。  

●“－－ ”表示から庫内温度表示に切換わらない場合は、下記状態になっていると   

考えられます。  

（D非冷ケースの非冷状態  ②冷非切換機能による非冷状態  

●立上げ終了後の機器番号変更は、データの設定変更操作で行います。【2－5－2．項：35へく－－シ●】  

●集中管理装置でシステムを立上げたら、庫内温度表示は点灯になります。  

点滅（除霜モード禁止）→点灯（除霜モード許可）  

また、立上げ終了後8時間経過した場合も、自動的に点灯になります。  
－   」   
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2－3－3．プレハブ冷蔵・冷凍庫（CC）の設定  

●機器番号設定   

（1）プレハブ冷蔵・冷凍庫の電源を入れる  

表示器に“Ad’’が表示されます。  

この状態で真空引きと冷媒チャージを行います。  

●周囲温度に関わらず、   

液電磁弁が常時開きます。  

●冷媒主調整は、システム   

立上げ後に行フてください？  

●鹿岳壷専は、“01”～   
“99”，“－01”（101）   

～“－99”（199）の範囲   
で設定します？   

■点滅は除霜モード禁止の   

状態です。  

■電源投入後、16秒以内に   

押した場合には“－－”が   

しばら＜表示されます。   

○ 棚ノ  
ロJ  

を押して、機器番号を選択する  
▲ ▼  

機器番号が点灯します。  

甘  
（○℃の場合）  

を押す  

現在の庫内温度表示が点滅します。  

引き続き、所要冷凍能力（モニタ記号“LO”）の設定を行ないます。   

●所要冷凍能力設定  

お耳い  

●所要冷凍能力が「10kW以上」の場合には、“9．99”kWで設定してください。  

Lロ ～  
を押しながら  を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが点灯し、   
モ三夕毒弓写“LO”が表示されます9   

を押す   

モニタが完了し、上位2桁分のデータが   

表示されます。（■．■□kWの■部分を表示）  
即  

初期値は0．00  
kWで、“0．0”  

表示になります。  

9  を押して、データの値を変更する  例：1．23kWの場合、  
“1．2”表示にします  

1  

設定値がアップ／タウンします。  

ββ  
を押す   

下位1桁分のデータが表示されます。   

（□．□■kWのt部分と“－”を表示）  

初期値は0．00  
kWで、“○－”  

表示になります。  

9  を押して、データの値を変更する   例：1．23kWの場合、  
“3－”表示にします  

設定値がアップ／タウンし草す。   

を押す   

設定変更が完了し、モニタ記号の表示に   

戻り草す旦（モ三夕番号l享＋1され要す）   

を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが消灯し、   
庫内温度表示に戻ります。  

データ確認は棚（▼）を  

押し“し○”表示に  

戻して力＼ら（2）項、  

（4）項を行ないます。  

rイ嬢   Jゴ「  
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CCの立上げは終了です。通常の運転モードにするには、集中管理装置にて行います。  

●他のシステム機器がある場合   

●集中管理装置のみで、他のシステム機器がない場合  

お願い  

●CCをオフサイクル除霜で使用する場合は、除霜方式（モニタ記号“06” ）を   

“02”→“01”に設定変更してください。  【2－5－2．項：35へ8－シ◆】  

ー、‾▼‾‾‾一〟一¶岬－‾†ゾ‾ 

「  
◎庫内温度表示の前に電源を落とし再投入すると、“Ad”表示に戻ります。   

穆“－－ ”表示から庫内温度表示に切換わらない場合は、下記状態になっていると  

考えられます。  

①非冷ケースの非冷状態  ②冷非切換機能による非冷状態  

穆立上げ終了後の機器番号変更は、データの設定変更操作で行います。【2－5－2・項：35へ○－シ◆】≡  

ゆ集中管理装置でシステムを立上げたら、庫内温度表示は点灯になります。  

点滅（除霜モード禁止）→点灯（除霜モード許可）  

また、立上げ終了後8時間経過した場合も、自動的に点灯になります。  
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2－3－4．集中管理装置（FM）でのグルーピンク作業  

●グルーピンクについて  

クルーピンク作業は下記の順序で行いますが、内容は従来通りです。  

（1）接続機器確認…システムに接続されている機器（］ソトローラ）の確認  

（2）グループ編成…除霜グループなどの編成・登録作業  

（3）グループ分配…編成・登録作業の情報を機器側へ送信する作業  

お手い  

●グループ分配まで終了したら、「ライブメイト・エコ」対応の冷凍機は、グループ確認を   

必ず行なってください。（系統内の全ショーケースが登録されていることを確認します）  

（4）グループ確認…機器側で記憶している情報の確認が可能  

インバータ冷凍機の機器番号を選択して、データを表示させた画面例です。  

＜画面切替キー＞  

［次］キー押す →→  

←←  ［前］ト押す  

グループの確認  
2／2  

グループの確認 
1／2  

16 5  0E  レイトウキ  キキN o．  
グループ  

キキN（】．  
グループ  

16 5  0E  レイトウキ   
0 2  

複数グループに登録  

していても、代表  
グループ8のみを表示   
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＼ ／一ノ  ＞キキNo． センタクコ●  セッティキー  

シ］－ケースの機器番号は  

系統内の全台数分が表示されていることを確認  

r－一重垂卜Ⅳ－－  
●「ライブメイト・エコ」対応の冷凍機では、登録可能なゲルイ数やショーケース台数が、従来の   

冷凍機異常通報器OCより増えています。（ゲルーデ数：4→8、ショーケース台数：24→48）   

但し、FMのソフトVer（操作ハ○袖上部に捺印）が「vl．03」以降であることが条件です。  

●冷凍機運転モニタ  

「 
場ライブメイトーエコ」対応の冷凍機は、ディップスイッチ操作によって冷凍機保護装置   

作動時の通報機能と温度・圧力モニタ機能（下記参照）が有効となります。   

インバータ冷凍機の機器番号を選択して、データを表示させた画面例です。   

冷凍機運転モニタ  
グループ  3 g   キキN o．  備考1   

吸入温度は“－－－’’表示となります。   

（ERA－EP55Aのみ、温度表示されます）   

備考2   

下段のCompデータは、圧縮機台数に応じて   
表示されます。（例は圧縮機3合の場合）  
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皿ページ   



2－4）ショーケースコントローラ（SO）設定値一覧  
初 期 設 定  

温 調  除 霜  高温  モード  

用 途  形 名  時刻  警報傭  

「く；0」   「cl」  「く〉2」  「く〉3」  「06」  「n3」  「n2」  「n4」  「∩5」  －－（FMで設定・モニタ）  「c4」  「03」  rn8」  r05」   

10℃  2K  OK  ＋5℃  01  4日r  30分  0分  0℃  0時、4鴫、8時、12時、18時、20時  10K  02  00  10  

書果用  TA－PV                                TA・RA－PS   10℃  2K  OK  ＋5℃  01  ■Hr  細分  0分  ○℃  ■、●■、叫、12■、川■、州  10K  02  00  10   
TAtRA－HS   5℃  2K  OK  0℃  01  8Hr  30分  0分  00c  0時、6時、12時、18時  10K  02  00  10  

TP・RP一日S   5℃  2K  OK  0℃  01  8Hr  30分  0分  0℃  ○時、l陣、12時、18陣  10K  02  00  10  

量 nn  

用  

TE・RE－HS   50c  2K  PK  0℃  01  8Hr  30分  0分  00c  0時、8時、12時、18時  10K  02  00  10   

ア  13K  12  01  18  
イ 

ー   13K  02  01  15  

／RE－JC   13K  12  01  16  

lnn  13K  12  01  16  

ム  －280c  2K  OK  －30℃  02  12Hr  45分  3分  100c  0時、12時   13K  12  01  16  

用   －28℃  2K  OK  －30℃  02  12Hr  45分  5分  丁℃  0時、12疇   13K  12  01  28  

KR－JS  －28℃  2K  OK  －30℃  02  12Hr  45分  5分  70c  0時、12時   13K  12  01  26   

フ㌧ハブ制御ユニ外    0℃  2K  OK  ーl℃  82  8Hr  45分  3分  12℃  0時、8時、12ヰ、18時  10K  皿  01  01   

備考1．除霜方式の数字の意味  
01：オフサイクル  

02：ヒータ同時通t  

備考2．温調センサモードの数字の意味  
01：1本（センサ1＆3）  

02：2本（センサ1＆3）  

11：1本（センサ1（接続は6））  

12：2本（センサ1（接続は6）＆3）  

備考3．水切モードの数字の意味  
00：水切なし  

01：昼夜水切あり  
03：夜のみ水切あり  

備考4．機種区分の数字の意味  
■0：PV、PS、HS  

■1：MS（多段） ●2：MS（平形）  
■3：ZS（多段） ＊4：ZS（平形）  

＊5：FS、Jα多段）  
＊6：JC、J諜平形）  

＊7：LS（多段）   

●部の値により制御を分類   

●＝0書台・t磁弁制御   
●＝1書台：LEVl個制御   

（エント＼アラウント■ケースで書＝2になる場合あり）   

暮＝2手台ニLEV2個制御   
（エント●ケースで書＝1になる場合あり）   

●共通設定項目と値  

＊1CCの除＃センサモードは01（1本）です。  

＊2 モニター己号は「nO」または「07」です。  

鱒賢い  

性能改善の為、お断り無しに設定値を変更することが  

ありますのでご了承ください。  
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2－5）SO，CCのキー操作一覧  

＿．＿＿こ 

＿ 

2－5－1．運転モードでの表示  

√ 

ロニ  
除霜（霜取り）中です。  通常は庫内温度表示です。  

（左図は0℃の場合）   

、
1
－
j
一
一
」
 
ノ  

●“d F”表示は除霜終了後も表示します。庫内温度表示に戻る条件は下記内容です。   

①庫内温度が目標温度＋30c以下になる  ②除霜終了から1時間経過する  

電磁弁／LEVの  

強制OFF／全閉中  

」です。  

1  

電磁弁／LEVの Fロ常N／全開中  ー ー 非冷中です。  

使用している温調用センサ  

（吹出、吸込）すべてが  

異常です。  

異常発生の点滅又は  

除霜モード禁止の点滅  

状態です。  

●異常点漉と除霜禁止点滅の見分け方（点滅周期）  

3．0秒点灯／0．5秒消灯周期→ 異常発生時の点滅  【2－5－2．項：34へ0－シ●】  

0．5秒点灯／0．5秒消灯周期 → 除霜モード禁止の点滅   

●異常発生時の点滅は、単品方式の場合や、集中管理方式で集中管理装置への異常  

通報ができないまたは集中管理装置からの定時通信が来ない場合に行います。  

●除霜モード禁止の点滅は、  を2回押すと点灯（除幕モード許可）になります。  

3之ぺ－ジ   



2－5－2．運転モードでの操作  

●トップ照明操作  ●棚照明操作  

を押す  庫外と庫内天井の蛍光灯が  

点灯又は消灯します。   

を押す  各棚の蛍光灯が  
点灯又は消灯します。  

が照明のメインスイッチになっています。   

棚照明ONの状態にしておくと、トップ照明のON／OFF操作でケースの全照明を   
点灯／消灯できます。尚、棚照明のみの点灯はできません。  

●目標温度設定  

「⊂ロ  

＞  

㌢ 交互表示  
こ＋  

を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが点灯し、  

モニタ記号と現在の値が交互に表示されます。  （0℃の場合）  

○  を押して、温度を変更する  ー2℃に変更  
した場合  ▼  

値を変更すると、交互表示はとまります。  
▲  

（3）囲を誤が完了し、庫内温度表示。戻。ます。  
（設定モードランプは消灯）   

〈㍉ハ  

●目標温度は、低温制限温度（c3）の値までしか設定できません。   

低温制限温度の変更は、データの設定変更操作で行います。  【2－5－2．項：35へぐ－シ○】  

を押すまたは5分間キー操作がない場合は、設定を中止して庫内温度表示に  ●温度設定中に  

戻ります。尚、値を変更している場合は、（1）項の状態に戻り、設定の完了待ちとなります。  
＿／  

●手動除霜操作  

dF  を押しながら  を押す  表示器に「dF」を表示し、  
除霜を開始します。   

●除霜モードを“oF”（禁止）にすると、除霜を終了させることができます。   

集中管理装置からの場合、FMでは手動除霜終了操作、FSでは試運転操作を行う。  

●冷非切換操作  

→非冷   

冷却←  

を3秒以上押し続ける  
非冷又は冷却状態になります。  

●除霜モード許可操作  

囲を2斑 
点灯表示。な。ます。  禁止→許可   
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●異常履歴、現在異常のモニタ  

堪与   

〔uロニ  

u J  

眉辞  

を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが点灯し、   

モニタ記号HuOMが表示されます。   

を押す   

異常履歴一Ⅰの内容が表示されます。  
異常がない場合  

“00”表示  

を押す   

モニタ記号の表示に戻します。  

を押す   

モニタ番号をアップします。  

異常がない場合  

“00’’表示  

を押す   

異常の内容が表示されます。  

異常内容確認  （6）（3）′）（5）項を繰り返す  

“uO”～“UA”すべての項目で  

“00”以外が表示されていないか確認します。  

を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが消灯し、   

庫内温度表示に戻ります。  

卜
し
1
 

●異常履歴は4件登録され、“u O”が新しく“u3”が一番古い異常です。  

●現在異常が発生していない場合は、“∪4”－“uA”すべて“00”です。   

複数発生している場合は、単独の異常数字を足した数字が表示されます。  

○異常モニタ中に5分間キー操作がない場合は、モニタを終了して庫内温度表示に戻ります。  

●異常履歴のクリア   

（1）異常履歴“uO’’～“∪3”のどれかで内容を表示させます。（上記（5）項の状態）  

を押すと、“－－ ”が表示されます。   

を押すと、異常履歴“uO”～“u3”のすべてがクリア（00）されます。  

●現在異常のクリア   

（1）現在異常“u4”～“uA”のどれかで内容を表示させます。（上記（5）項の状態）  

を押すと、“－－ ”が表示されます。   

を押すと、現在異常“u4”～“uA”のすべてがクリア（00）されます。  
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●データのモニタ／設定変更  

を3秒以上押し続ける   

設定モードランプが点灯し、   

モニタ記号“uO”が表示されます。  

∪ロ．→し∈ロ→ 、∩ロ  

し克巨1云白、J  
を押して、操作するモニタ記号を選択する  

モニタ記号は右図のように変わります。  

9  を押して、モニタ番号を選択する  

▲  

モニタ番号がアップ（0→1→2→…）／タウン（2→1→0→…）します。  

引き続きモニタ  

する場合は、  

（2）頂から繰り返す  

を押す  

モニタが完了し、データが表示されます。  ββ  

9  を押して、データの値を変更する  

▲  

設定値がアップ／タウンします。  

（6）囲を誤 変更が完了し、モニタ記号の表示。  

戻ります。（モニタ番号は＋1されます）  

引き続き設定変更  

する場合は、  

（2）項から繰り返す  ⊂／  

を3秒以上押し続ける   
設定モードランプが消灯し、   

庫内温度表示に戻ります。  

ト ・l  
「】1 ．√J  

⑳（6）項にて設定変更が完了できない場合は、設定値の表示が点滅します。  

穆設定モード中に5分間キー操作がない場合は、設定を中止して庫内温度表示に戻ります。  

お願い  

穆モニタ記号00～06を設定変更する場合は、除霜モード（n Oまたは07）を  

“oF”にしてください。（“On’一のままでは設定変更できません）   

⑳以下の場合は、上記操作手順により設定変更を行ってください。  

①CCをオフサイクル除霜で使用する場合、除霜方式（06）を“01”にする。   

②防露ヒータ通t制御を止める場合、防露ヒータ制御モード（08）を‘‘oF”にする。  

（通t制御の時間はエ場出荷価のままで、設定変更はできません）  
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●モニタ記号・番号：モニタ／設定データ一覧表  

＜異常履歴モニタ＞   

過去に発生した異常が登録されます   

uOが新し＜、u3が一番古い履歴です  

＜現在異常モニタ＞   

00以外があった場合は、異常が発生して   

います  

＜設定値について＞  

①低温制限温度が‾F限値で変更制限   

しています  

②00以外に設定すると、ASC（Automatic   

Sa＞eenergyControl＝夜間の冶え過ぎ   

抑制）制御を開始します   

夜間（トップ照明OFF時）にセンサ1温度   

で温調制御します（表示は2本の平均値）  

③00に設定すると、温度警報は行いません   

警報は、目標温度＋警報値以上（高温）   

または目標温度一撃報値以下（低温）に   

なり、警報時間経過すると発生します  

④OFに設定すると、FMやFSへの異常通報   

または表示器点滅は行いません  

⑤通常運転中はOnに設定します   

設定値の変更制限にも使用しています  

⑥単品方式で使用します  

⑦除霜無し、オフサイクル以外で使用します  

⑧除霜開始時のヒータ通電遅延に使用します  

⑨の～6の設定値を変更する場合、⑤を   

OFにしてから変更してください  

亘臥 ⑫   

立上げ設定後に変更する場合に使用します  

⑪外部タイマ方式ではOnに設定します  

⑱使用する温調センサ本数及び接続箇所が   

変わります  

⑭使用する終了センサ本数が変わります  

⑯機種毎に使い分けています  

⑯2温度切換ケースにおいて設定値の   

切換えが可能（データを2つ記憶）  

⑰Onで防毒ヒータ通電制御を行ないます   

止める】葛合にはOFに設定します  

＜運転状態モニタ＞   

現在の運転状態を表示します  

＜センサ1～6、8、9、A、B温度モニタ＞   

現在のセンサ温度を表示します   

（2秒更新）  

＜温調制御温度モニタ＞   

温調制御に使用している温度を表示します   

（温調センサモードが2本の時は、  

平均温度を算出して表示します）  

＜しE＞開度モニタ＞   

現在のLE＞開度を表示します   

モニタ記号  項目  内容・範囲   設定   

0  ク  

00 ：異常膚歴なし  リ  
異常Ⅷ歴モニタ   

2  Ⅲ   00以外二異常膚歴あり   ア  

3  Ⅳ  可  

4  機器－Ⅰ   

Ll  鞠儀一Ⅰ  ク  

6  通修一Ⅰ  00こ現在異常なし  リ  

7  凛慣－Ⅰ  ア  

8  通信－Ⅲ  00以外：現在異常あり  

9  凛慎一Ⅳ  可  

A   機鴇－Ⅲ   

0  目標温度  ①⑯   －30～20℃   

Di什障  ⑯   0．5～4．OK  

2  ASC値  00′〉04K  

3  低温制限温度  ①⑯   －30～20℃  

⊂  ③⑯   00～30K  可  

5  轟温警報時牒  ⑯   01～99分  

6  低温警報値  （謬軋歩   00′、■15K  

7  低温警報時間  ⑯   01～99分  

8  異常警報モード  ④   OF（発欄／点滅せず）、On（発朝／点滅する）   

0  除ヰモード  ⑤   OF（欝止）、0∩（許可）   

電払弁／し〔∨モード   OF（強制OFF／全隋）、On（温泊）、Fol強制ON／全開）  

2  除t時限   01～99分  

⑥   01～24時間  

「丁  ⑯   
可  

00～20分  

5  除霜終了温度  ⑦⑯   0～20℃  

6  水切りモード   00～03  ※1  

7  ポンプタウン時間  ⑧   0．0′・一9．5分   

⑨  ⑩   FF、01～99、－01（101）～－99（199）   

外部タイマモード  ⑪   OF（内部）、On（外部）  

2  システム運転モード  ⑫   しし（ローカル）、CC（センター）  

3  温調センサモード  ⑱⑯   01、02、11、12  ※2  

⊂J   閥   0111本）．02t2本）  可  

5  機種区分  ⑮   00～09、10～17、20～27※3  

6  除書方式   00～04  燕4  

7  除霜モード  ⑤   OF（禁止）、On（許可）  

8  随書ヒータ無智モード   ⑩   OF（鴨智なし）、0∩（制御あり）   

0  丑転状息モニタ   00～05  ※5   

セ州1温度モニタ（吹き出し）   

2  センサ2温度モニタ（GAタクト）  

3  セ州3温度ヒタ（吸い込み）  

4  センサ4温度モニタ（除書鰻了左）  

5  センサ5温度ヒタ（除霜終了右）  
－50～50℃  

6  センサ6温度モ＝タ（GAドレン）  
－－ 

不  

コ  ：センサ末便用  
可  

8  tツ柑1よモ＝，（冷・入口：∪≡Vl用）  

9  セ州9温度ヒク（冷・出口：L〔Vl用）  

A  セ州A土よモニタ（冷・入口：LEV2用〉  

b  セ叫B温度ヒタ（冷・出口：しEV2用）  

C  しEVl闊震モ＝タ   000P川▲ルス）～480PりlOル1）  

d  しEV2開属モニタ   （P表示含め2桁ずつ交互表示）  

※1  

00：照し  
01：昼夜あり  
02：室のみあり  
03：夜のみあり   

薬2  
01：1本（センサ1）  
02：2本（センサ1＆3）  
11二1本（センサ1（接続は6〉）  
12：2本（センサ1（接続は6）＆3）  

※3  ※4  
＊0：PV、PS、HS  OO：ホットガス  
＊1：MS（多段）＊2：MS（平形101：オフサイクル  
＊3：ZS（多段）＊4：ZS（平形）02：ヒータ同時遇4  
♯5：FS、、JC（多段）  03：ヒータ同時遇t防止  
＊6：JC、JS（平形）  04：降積なし  
♯7：LS（多段）  

※5  
00：温豆8中  

01：ASC運転中  
02：除霜中  
03：プルダウン中  
04：t通弁OFF中  
05：非冷†事止中  

1  

♯部の■により和l欄を分類  
0番台：tq弁制蜘、1書台：し∈Vl偏l制御、2書台：しEV2個制御  
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3－1）ショーケースコントローラ及びセンサ取付け位置  

3－1－1．LEV制御用センサの定義  
LEVl   LEV2   

センサ位置  入口   センサ8  センサA  

出口   センサ9  センサB   

ケース   片面一般   前側  

両面平形   前側   後側  

多段系エンド   直側   袖側  

多段系アラウンド   左側   右側   

3－1－2．センサの用途  

記号   
名称   

SOでの  
リード線色  

センサ番号   

a  吹出※   黒   センサ1  

b  吸込   黒   センサ3  

C  除霜終了（左）  赤   センサ4  

d  除霜終了（右）  灰   センサ5  

el  LEVl   青（中高温用）   

冷却器入口   水色（低温用）   
センサ8   8  

e2  LE＞2   青（中高濫用）   

冷却器入口   水色（低温用）   
センサA   A  

団  LE＞1   橙（中高混用）   

冷却器出口   ピンク（低温用）   
センサ9   9  

f2  LE＞2   橙（中高温用）   

冷却器出口   ピンク（低温用）  
センサB   B  

※接続位置  

・多段、セミ多段、ヒナ段…表示部に接続  

・平形…電装ボックス内の制御基板に接続   

注．a～dのセンサはKシリーズと同じです。   

3－1－3．センサの種類  

温度－センサ抵抗特性図は下記を参照ください。  
⇒第4章 サービス編 4－1）ショーケース、サービス時の注意点 51ページ  
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3－3）付属機器一覧  

・3－1フアン  

フアンNoX個数 各尺数の左欄：CAフアン／右欄：GAフアン  

4尺  6尺  8尺  9尺  12尺   

TA－P＞78   u M   124×2－   124×2 －  124×3 －   

勅願＝敵機  認磯節ミ？  凝艶麗㌣ 章   寿汚損組∵ヰ∴ミr′   塞由涙食    勇払奴隷  

TA・RA－HS55   826×2    117×2  －     H 124×3－   117×3 －   117×4 －   
加線細扁臆砥   ・十5′ゞ∧、J  

TE・RE－HS55   826×2…  －   117×2    124×3 －   117×3 －     u 124×4－   
Ⅵ翫牒伝鵬頗読巨   衰滅毎払∴宣予     ′ト． ＝∵ト ■■■■ 二  髄脳泌∴★   1‘再映廠  ∴ ∴，．，■■、  124×ヰ  
TN・RN－HS55   117×1 －   124×2    117×2 一   117×2－  124×4－   

TP■師ヰ廠強  1ご寸簡、鶏  ∴’▲▲＼′．  亮臓  ：J：ざ y惰、ン∫、：  崩－′磯齢 －∴こ吏   知纏ぬ鉦■   †24×4  
TA・RA－MS55   117×2j  －   124×2  826×1  117×2124×1   124×3826×2   124×4826×2   

1餞無彗  ．・r－－‥∴  適 鮎適  髄嶽離．  猪針相通  丸釦寝汗  庵巌感涙ぬ適   124×4  826火2   
TG・RG－MS55   117×2 －     u 124×2826×1     u 117×2124×1   124×3826×2   124×4826×2   
¶N・RN通底 ★庸東経三：、ヌ、；靂葦；ミ；ミ：；   磯雛鮒∵宣十   イヰ7通  【ウiシシイ∴  …雨読哀鮒‘∴て宣二   124×4  
TP・RP－MS55  u 117×1－   124×2 －   117×2 －     u 117×2ノ ー   124×4 －   H鵬 ■† サ■払 幽遠維二、、㌻〉：：、⊥′、∴   1知抜雄  一■－   ：   

TK・RK－MS65  u ‖  820×1 －     u 826×1－  ∩   820×2  －   
一－ ▼－－ 嶺臓組  ‥、一●〆、∴／  ざ、・ヰ塗條′衰ヰ、′  ∵ハ∵■■■■ 叙賂米2′  

HR－MS75  u  826×1． －   124×1j  －  
■■■ ■▲－ ㊥顔料疫  、‥一岬∨′．∴、  ．1シご 威紅涙感  ニ：′，′▲l■、、  

KR－MW79   u n   820×2 －   826×2－  
JR璃疇S79   幽盛衰澄  

KR－MS79   ∩   826×2㌔  －   826×2  
TA・RA－ZS55   一 ∴」⊥  117火2  ＝ 山●  ラ庖細醸惣  イ17×1二  イ†鶉感一成由ぬ   117×4】828×2   

TN－ZS55  117×2－   075×2 －  

TP←ZS55   ■■■■J、 ∨ン  射廟醸  ′■←－－ウシ  075－×乏  
TK－ZS75   u 円   826×1  ‖ ‖  124×1  山 H  826×2  －   

－TA・RA－LS55  一－・∵ ′ ノ  ∨渡鮨後  ご、触感奴‥庵  、128火ヰ  117火1  
TA・RA－FS55   FA＝075×2 820×1  
TA・RA－FS65   CAO75×1  CA：075×1   CA．117×2   

TE∴ご′陀一円正道   F八一＝Tx2  」d在†如火事：  威遠㌫論議藻蒜   揮願椚廟料  ′三幽剥泰盛  

TA・RA－JC65  平：322×2リ：065×2   平：322×2  リ：065×2  

一－－－ ＊三池氷室  リ；由始火歪  洩H疲め由  ∧リ：′減無塵  

TK－JS79  826×1－   826×1  
円く←JS79   ぬXl  tlJl■■  ．虚色別∴  
HR－JS75  826×1 －   826×1 －  

JR・JS79   勧蝕料強  二■ナ  壷症扁㌣′くエ∴ノ、こ  一一  

KR－JS79  u 066×4－   061×4 －  
JR－MS／迅；－∈ND   衰滅蔽緑※宣∴  

′ 
▼－  

KR－MS／JS－END    u 826×1－  

－3－2主要部品（詳細はサービスパーツリストをこ覧下さい。）   

部品名   対象機穫  サービス部品］イ  形名   備考   

送風機   全機種  R210AO313  B－884－047   ］ンデンサは下記3－3－3参照   

蛍光ランプ  R21780330  FL32SVV－SDL（32W用）  ≡菱電機オスラム  

R21725330  Fし40SW－SDし（40W用）   

電子安定器（6灯用）   全機種  

※冷食  

始動コンデンサ  ケース  神栄   

（電子安定器用）  を除＜   

クロースタート式安定器  冷食  

ケース   

クローランプ  R21858331  FG－5P（32W用）   三菱電機オスラム  

R21618331  FG－4P（40W用）   

電磁弁   全機種  R21∪29304  MPV－603DQ5（200V用）  鷺宮製作所   

電磁接触器  R216D5329  FC－0（200＞）1b   書士電機   
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3－4）別置Lシリーズ主要機能部品のサービス部品コー ド一覧  

No   部 品 名 称   摘  要   部品コード番号  図面番号   

口  マイコンコントローラ （表示）  NS，YSOE－D 【SO】   R214C0376  P302940Kl   

2  マイコンコントローラ （制御）  NS－YSOE－C2【SO】   
R216CO376  P302897K2   

3  電源トランス   V60－Q797PT   R214CO350  KS5290370   

4  電子膨張弁（本体）   SKV－14D38   R214CO305  KS5324287   

5  電子膨張弁（本体）   SKV－14D39   R214C2305  KS5324288   

6  電子膨張弁（本体）   SKV－18D40   R214C4305  KS5324289   

7  電子膨張弁（本体）   SKV－24D41   R214C9305  KS5324290   

8  電子膨張弁（コイル）   DKVTMOZS316EO（中高温用）   R214C1305  KS5324285   

9  電子膨張弁（コイル）   DKV－MOZS215BO（低温用）   R215CO305  KS5324286   

10  サーミスタセンサ   し＝300鋼管（除霜終了、中温用しEV冷却器入り口・出口センサ用）   R214CO307  KS5312924   

サーミスタセンサ   し＝150白色樹脂（低温用しEV冷却器入り口・出口センサ用）   R215CO307  KS5312989   

12  リレー   LY2F（防露ヒータ通電制御用）   R21923358  ∪50870   

※1：上記は、Lシリーズ専用部品のみを掲載しております。  

その他の部品はKシリーズと共用ですので、Kシリーズのパーツリストを参照願います。  

※2：No4～7の膨張井本体については、本紙39ページのLEV－！引こて形名確認のうえ手配ください。  

※3：マイコンコントローラは、Lシリーズ専用です。  

Kシリーズとの共用はできません。（ただし、表示専用は共用です）  
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3－5）仕様一文喪  
Tシリ「利  
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困  
用  ■事ヒータ：■相2t氾∨  

（■集1度）   
∴二：J  一句   フ丁ン50Hz   フ▼ン80H王    合】け5DHz   合1汁00H王    ■tヒーター圭）  

25℃00，も  27℃70％   入口讐  出口■   

き∴  そ／．ゴ、′   9．53  柑．05   

5－10℃ トtO〉   

・lよ∴一   ∴i。遜．チ∴  ジ∴l  競十  
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4－1）試運転基本チェック  

試運転の際は下記の設定チェックを行い、間違いがないか再度確認してください。   

4－1－1．設定チェック  

．ショーケース及びプレハブ冷蔵、冷凍庫（CC）   
No  項目  チHク  内容及びチ凹ク方法   参照   
①  機器番号の間違いはないか  

［］   

SOののでモニタ   2－5）SO、CCのキー操作一覧  
データのモニタ／設定変更   

②  CCに所要冷凍能力を入力  ［］  CCのLOでモニタ   2－3－3．  
しているか  プレハブ冷蔵、冷凍庫（CC）の設定   

2．ノ  冷凍機  

No  項目   チリク   内容及びチ凹ク方法   参照   

①  機器番号の間違いはないか   ［］  ディップスイッチ3－3  2－3－1．     ′〉3－7を確認  インバータ冷 凍機の設定   
②  伝送線は接続しているか   2－2）電気配線工事について  

［］  メイン基板上のCNS2       コネクタを確認  インバータ冷凍機の電気配線工事   

③  通信及び制御設定はライフメイト・   ディップスイッチ3－10N  2－3－1．  
エコ用にしているか  ［］          3－20Nを確認   インバータ冷凍機の設定（設定1）   

④  目標蒸発温度の設定は適切か   設定の目安   2－3－1．  
青果、田配…－10℃  インバータ冷凍機の設定（設定2）   

［］          精肉、鮮魚…一13℃  
チルド…－30℃  

冷凍食品…－35℃  
アイスクリーム…－40℃  

⑤  低圧力ット復帰遅延時間の設定は   100秒   2－3－1．  
適切か  ［］          （工場出荷値は180秒）  インバータ冷凍機の設定（設定3）   

⑥  冷凍系統の低圧力ットOFF値の   －0．020MPa   2－3－1．  
設定は適切力＼  □          （エ甥出荷値はAUTO）  インバータ冷凍機の設定（設定4）   

3．集中管理装置（FM）   
No  項目   チリク  内容及びチリク方法   参照   
団  グルーピンクの間違いはない力＼   

［］  FMの設定モード画面で  テクニカルマニュアルコントロール編     グループ確認  のシステムの立上げ操作   

②  インバータ冷凍機に系統内の全   FMの設定モード画面の  テクニカルマニュアルコントロール編  
ケースを登録しているか  クループ確認でインパー  

［］           タ冷凍機を呼び出し、系  
統内の全ケースが登録  
されていることを確認   

1丘ぺ－ジ   



4－1－2．運転チェック  

試運転時などの運転チェックをするためのものです。不冷になった場合、下記手順に従い活用＜ださい。  

A．．要因判断  
A－1 目視確認   

No  実施事項   判定方法   
廿  LEVのコイルが本体に確実に入っているか   入っている一→OK  

入っていない→処置（4章：サービス編4－2－1No．1参照）   
②  LEV制御センサ（1つの冷却器に対して2本）は   取付いている→OK  

配管に取付いているか   取付いていない→処置（4章：サービス編4－2－2N0．2参照）   
③  冷却器入口菅に取付いているLEV制御センサ   育または水色→OK  

のツナギ線の色は青または水色か   その他の色一→処置（4章：サービス編4－2－2No．3参照）   
④  冷却器出口菅に取付いているLE＞制御センサ   橙またはピンク→OK  

のツナギ緑の色は橙またはピンクか   その他の色→処置（4章：サービス編4－2－2N0．3参照）  

上記、目視確認事項で不具合があれば処置方法に従い、処置を行ってください。処置を行っても不冷状態が   
改善されない場合は、A－2の動作確認を行ってください。   

A－2．動作確認  

No  実施事項   判定方法   
q）  非冷スイッチをONした時のしEV昔   数秒から十数秒後にカチカチ吾がする→OK  

音がしない→下記のB．LE＞関連診断に進む   

上記、要因判断事項で全てOKな場合、LE＞関連以外の要因の可能性が考えられます。シヨ，ケース（LE＞関連以外）  
を含む、関連機器の確認を行ってください。  

LEV関連診断  
実施事項   判定方法   

0）  機種区分（□5）は合っているか   合っている一→OK  
LE＞1個仕様‥・10～17の範囲の数値  合っていない→処置（2章：工事編 2－4、2－5参照）   
LE＞2個仕様…20～27の範魂の数値  

②  LEV制御センサは冷出口よりも冷入口の汚が低い   合っている一→OK  

傾向にあるか。   合っていない→データを増やしてチェックして、  
LE＞1 センサ8（冷入口）＜センサ9（冷出口）   合っている一→OK  
LE＞2 センサA（冷入口）＜センサB（冷出口）   合っていない  

→処置（4章：サービス編4－2－2N0．1～3参照）   
③  しE＞コイルの断線または短紹はない力＼。   46くつ±3％以内一→OK  

電装ボックスの制御室板からLE＞コネクタを外し、  上記範囲以外→処置（4章：サービス編4－2－1No．3及び  
コイル抵抗（1－5間、2－5間、3－5間、4－5間）を  3章：機器仕様編3－2、3－4参照）  
テスタで測定する。  

④  SOでLEVの強制全開と強制全閉を数回繰り返して   全開から全開操作後、約13秒後にカチカチ音発生→OK  
舌の発生を確認する。強制全開⇔全閉は30秒以上   全開、全開操作のどちらでも、  
間隔を空けて操作する。   すぐに小さなカチカチ青発生  

→処置（4章：サービス編4－2－1No．4及び  
3章：機器仕様編3－2、3－4参照）  

昔がしない  
→処置（4章：サービス編4－2－1No．5及び  

3章：機器仕様編3－4参照）   

月瓜ぺ－ジ   



FAX、問合せ先   
三菱シ］－ケース事業部 CS部  

FAX O47－435－5222  
TEL O47－435－5466  

店舗名：  

4－1－3．ショーケース用運転データチェック記録用紙  

「ショーケース用運転データチェック記録用紙」への記入について   

・数分ことに各項眉の記入を行なって＜ださい。   
・項目には必須項目と余力があればやっていただきたい項目（※1印）  
があります。   

・データは各項目とも10データ以上、継続して取ってください。   
・※2印の項目に－－が出た場合、2データ目以降は※2印の項目を  

会社名：  

お名前：  省略して構いません。  
データのモニタ（SO操作）につきましては  
⇒2－5）SO、CCのキー操作一覧 データのモニタ／設定変更  26ページTEL：  

日付  
目標温度「cO」：  機器番号「00」  機種名  

※1 ※1  ※2 ※2  ※2  

「］0」  「］1＿l  「］3＿l  「］7＿l  「］8」  「］9」  「］A＿  「二Ib＿l  「］C」  

N0．  時刻                             運転  

モニタ   
8  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  
Ⅷ  
12  
13  
14  
15  

日付  
機種名：  機器番号「00」：  目標温度「cO」：  

※1 ※1  ※2 ※2  ※2  

「］0」  「］1＿l  「］3＿l  「］7＿l  「］8」l「］9」   「］A＿  「］b」  「］C」  

N0．  時刻                            運転  

モニタ   
口  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  
Ⅷ  
12  
13  
14  
15  

4了ぺ－ジ   



FAX、問合せ先   
三菱シ］－ケース事業部 CS部  4－1－4．冷凍機用運転データチェック記録用紙  

FAX O47－435－5222   
TEL O47－435－5466   

店舗名：  

「冷凍機用運転データチェック記録用紙」への記入について  
・数分ことに各項目の記入を行なってください。  
・項目には必須項目と余力があればやっていただきたい項目（※1印）   

があります。  
・データは各項目とも10データ以上、継続して取ってください。  
・データのモニタ操作につきましては、冷凍機に付属の「据付工事説明書」   
を参照ください。  

会社名：  

お名前：  

TEL：  
日付  

Ⅰ］制御有無：  機器番号：  機種名：  

初期目標蒸発温度：   低圧加トOFF使：  低圧加卜復帰遅延時間：  

ロータリスイ，チ  SWl…123456789  （）内はEP55A  
本体圧力計          SWU2…0、SWUl…9     110（m  

（11∞）   

N0．  時刻  低圧  運転   現在目標   N＞運転   高圧  
圧縮機番号    表示  制御   蒸発温度   周波数   表示  
n  2  3  MPa  トト●   ℃   Hz   MPa   

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  
1■l  

12  
13  
14  
15  

機種名  機器番号：  Ⅰ］制御有無：  

初期目標蒸発温度   低圧加トOFF値：   低圧加卜復帰遅延時間：  

ロータリスイ，チ  

SWU2…0、SWUl…9     1100  

（11000000）   

N0．  時刻  低圧  運転   現在目標   NV運転  高圧  
圧縮機番号    表示  制御   蒸発温度   周波数   表示  
山  2  3  MPa  トド   ℃   Hz   MPa   

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  
Ⅷ  

12  
13  
14  
15  

」比べ－ジ   



4－2）ショーケース、サービス時の注意点  

お長い  

Lシリーズにて変更・追加された部品は、以下の内容にて故障判定を行います。  

その他は「Kシリーガテクニ仙マニュアルコントロール編Ⅷサイスについて」を参照ください。  

4－2－1．“LEV”を交換する前に以下のことを順番に確認して＜ださい。  

N0．  故障モード   実施事項   判定方法   処置   

口  」EVコイルの   コイルのストッパが本体の窪みに  入っている→OK   窪みに確実に  

取付不良   確実に入っているかを確認する   入っていない   取付ける  

【コイルの取り扱い要領図】参照   →NG⇒処置   

2  配線やコネクタ  配線やコネクタ部の端子抜けや   接続・導通とも正常  異常箇所を  
の接触不良   誤接続、導通を確認する   →OK   修復する  

または誤接続   【基板′～LEVの配線図】参照   接続や導通が異常   

→NG⇒処置   

【コイルの取り扱い要領図】  
l＜コイルの取外し万＞  

t①本体が動かないよう本体下部（A部）を   しっかりと固定して＜ださい  

：②コイルを左石に回してストッパを本体の  

l ストッパ用窪みから外して＜ださい  
！③コイルを上に抜いて＜ださい  

】  

LEVは、コイルと本体が分離  
できるようになっています  

リードけ 幸 宏璧至聖霊望空監三三くと≡望雲型要望ミ∈、  
配管に無理な力が加わり配管が折れ曲がり  
ますので、必ず本体を固定して＜ださい  

「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

＜ 

う本体下部（A部）を  
l しつかりと固定してください  

に  
l 入れて＜ださい（ストッパ用窪みは  

l 周方向いずれの窪みでも構いません）  
l  

ストッパ用才み  
（員方向に12t所）  

4息ページ   



4－2－1．“」EV”を交換する前に以下のことを順番に確認して＜ださい。  
No．  故障モード   実施事項   判定方法   処置   

3  」E＞コイルの  前ページ【図2】（Dコネクタ部で  46（つ±3％以内   」E＞コイルを  

断線または短絡  各コイルの抵抗（下記の線間）を   →OK   交換する  

テスタで測定する   上記範囲外  

＜測定線間＞1－5番闇   →NG⇒処置   

2－5番間   

3－5番間   

4－5番間  
4  」EVメカ部の   コントローラ（SO）で」E＞の   全開から全閉操作後、  」EV本体を  

ロック   強制全開と強制全閉操作を数回   約13秒後にカチカチ  交換する  

繰り返して音の発生を確認する   音が発生  

（全開全閉操作は30秒以上間隔   →OK  

を空ける）   全開、全閉操作に  
⇒SO操作は2章2－5）参照   関才つらず、小さな  

カチカチ音が発生   

一→NG⇒処置   

5  SO制御基板の  N0．4項を実施した時に音が発生  音が発生→OK   SO制御基板を  

」EVドライバ   しない場合、SOで強制全閉操作  音が発生しない（パ  交換する  
部分の故障   を繰り返して音の発生を確認する  ルス送っていない）  

⇒SO操作は、2章2－5）参照   →NG⇒処置   

6  異物のかみ込み  SOで強制全開と強制全閉操作を  温度差3℃以内正常  」EV本体を  
による漏れ   数回繰り返してから温調状態に   →OK   交換する  

戻し、その後手動除霜を行い、   上記範囲外  

」E＞前後の配管温度差を下記の  →NG⇒処置   

要領で確認する  

＜オフサイクル除霜ケース＞  

除霜終了直前（時限30分の  
場合は25分経過時）に配管  
温度差を確認する  

＜ヒータ除霜ケース＞  

SOで除霜センサ温度モニタ  
を行い、モニタ温度が＋1℃  

を超えた時に配管温度差を  

確認する  

⇒SO操作は、2章2－5）参照  

⑳N0．4～6項で実施するSOの操作方法は下記を参照してください。  

①強制全開・全閉、温調操作（モニタ記号“nl”」EVモードの設定変更）   

⇒第2章工事編2－5）SO．CCのキー操作一覧 35～36ページ  

②手動除霜操作（通常の状態（庫内温度表示）でキー2つ同時押し）   

⇒第2章工事編2－5）SO．CCのキー操作一覧 33ページ  

5Qページ   



4－2－2．“センサ”を交換する前に以下のことを順番に確認して＜ださい。  

No．  故障モード   実施事項   判定方法   処置   

口  ・センサ本体や  SOで現在異常モニタとセンサ   接続は正常、実測値  配線の修復を  
リード線の断線  温度モニタを行い、該当センサ   とセンサ値を比較   する、センサを  
または短絡   の異常有無とセンサ温度を確認   しても温度差無し   交換する  

・コネクタ部の  してから、判定フローに従って   →OK   または  

接触不良   確認する   接続が異常、または  SO制御基板を  
・センサ本体異常  【判定フロー、センサ特性囲】参照  実測値とセンサ値を  

比較して温度差有り   

→NG⇒処置   

2  センサ部の   インシュレーションシートを取り  接触している、   センサを正しい  

固定不良   外し、センサの接触およびセンサ  緩み無し   位置に確実に接  

取付金具の取付状態を確認する   →OK   触させて取付、  

（取付金具は配管の前後方向に   接触していない、   金具の緩みを  

ずらして緩みがあるかを確認）  緩み有り   修正する  

【センサの取付状態図】参照   →NG⇒処置   

3  入口・出口センサ  センサの取付け位置が正しいか、  位置・接続とも正常  異常箇所を  
の誤取付け   SO制御基板への接続がケースに   →OK   修復する  

（センサ本体・  付属の電気回路図通りかを確認   位置や接続が異常  

基板コネクタ）  する  →NG⇒処置   

⇒センサ位置は、3章3－1）参照  
⇒電気回路例は、2章2－2）参照  

51ページ   



4－3）インバータ冷凍機、サービス時の注意点  

お願い  

冷凍機に付属の「据付工事説明書」の故障判定を、本システム用に一部追記して  

転載しています。その他の詳細は「据付工事説明書」を参照ください。  

（D故障判定  

コンテシンクユニットが正常に運転しない場合、次のような方法で故障判定を  

行うことができます。  

メイン基板の  

デジタル表示   
判 定 方 法   

点灯している   下記の②異常コード別チェック要領へ   

点灯していない   電源回路チェックヘ  

⇒冷凍機の「据付工事説明書」を参照ください   

②異常コード別チェック要領  
デジタル表示とディップスイッチSWl－1～1－9を用いて、故障の原因究明を  
行うことができます。  

メイン基板の  

デジタル表示  
原 因 究 明 方 法  

低圧圧力と  

異常コードを  

交互に点滅表示  

4－4－2．異常コード別対処方法一覧表に従い、  

チェックを行ってください。  

⇒4－4）異常表示・コード一覧表 56′）60ページ  

a）ディップスイッチSWl－1～1－9の組合せ表示  
N0．2とN0．3を行い、現在の状態を確認してください。  
ここで、異常猶予中・異常・異常停止のフラグ表示が  
なければ、現在は正常となります。  

b）ディップスイッチSWl－1～1－9の組合せ表示   
IN0．12～N0．31を行い、最近起こった異常猶予履歴が  
残っていない力＼調査してください。  

c）ディップスイッチSWl－1～1－9の組合せ表示   
IN0．32～N0．41を行い、最近起こった異常履歴が  
残っていないか調査してください 

。 ⇒ディップスイッチSWl－1～1－9の組合せ表示の方法は   
冷凍機の「据付工事説明書」を参照ください   

異常猶予コードまたは異常コードが履歴に残っていた場合、  
4－4－2．異常コード別対処方法一覧表に従い、  
チェックを行ってください。  
⇒4－4）異常表示・コード一覧表 56′〉60ページ   

異常猶予コードまたは異常コードとも残っておらず、  
コンテシンクユニットが正常に運転しない場合、  
他の原因が考えられます。  
目標蒸発温度設定、 目標凝縮温度設定、その他、  
冷媒回路（各部圧力および温度）、電気国路、  
電源（電圧、周波数）に不具合がないかを確認してください。  

低圧圧力し力＼  

表示していない  
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4－4）異常表示・コード一覧表   
4－4－1．ショーケースおよびシステム機器の異常表示・記号と推定原因  

SOi¢ぢ F粧   

■在榊   ■鸞■■  、腑王タ■■   
巾暁   主な姑走軸   t  讐  

01  皿  センサ1■t  センサ1（吹出）ショート   センサ3で暮■弔事l  

02  12  センサ2■書  センサ2（6Aダクト）ショート  ZR¢鹸■用、1ヨ■鑓僧■九し  

糾  13  センサユ■書  センサき（岨）ショート  センサ○リーH蜘■／  センサ1で洲  
08  14  センサ欄■t  ■1霹不慮                                      センサ4（柵了を）ショート  センサ5で♯■（ZR以外）  

10  15  センサら■書  センサ5（■暮■了七）シ事－ト  センサ4で≠■（ZR以外）  

鵬                                                                     20  16  センサ○■t  センサ○（糾ドレン）ショート  訊凋トタI榊用、1棚し  

田  02  t凛虞欄  棚t   濱t鴨井¢ゴミ■み込み／  
丑■リレー¢績点OH   メイン暮t交■  

80  01  甜＃  轟凛轟儀   珊憫靴周棚田Ⅲ／酬＃／ ■動帽騰／1■リレー○義劇肝F／ 牌リレー¢熟知Ⅳ酬躊・タ帆  t■リレー¢濃点OFF／鴨暮リレー¢ 擁点OllならSOメイン暮畿交▲   

01  皿  センサ1■＃  センサ1（他〉オープン   センサ3で1■■■  

02  12  センサ2■＃  センサ2（¢Aタクト）オーブン  ZRの鹸t用、1■■蛛闊■鶉し  
糾  13  センサ胡■韓  センサ¢リーW  センサ1で1榊  

∪5  コネクタ外れ／■鱒不A  

10  15  センサ5■書  センサち（臓了筍）オープン  センサ4で榊（ZR以外）  

20  1¢  センサ○■書  センサ¢（¢Aドレン）オープン  訊胡はと一棚、1珊し  
40  00  メモリー＃  【【PRO糾■書   暮艦不貞   SOメイン暮畿交汝   

01  糾  外書タイマー書（●島方式の蠣台）  外鬱タイマ○■t   24Hr入力＃しでバックアップ職  

01  21  ⊥．’亨 ．て＿ ．  
仙■求精し   伝送■外れ／00頓適不1／  ＄○伝逢不▲はSOメイン暮義交負  
（集中■書方式○■含）   SO伝達不1／OD故■   ■■不■なB■示暮蠣鱒煽爛  

02  加蜘事精し   
04  冷却榊■求■し  

伝送■外れ／OD伝達不A／  

∪¢  柵了i■不■  
SO伝送不A   ■鴨弗生も有  

10  ■■暮雪棄■蒙   自己■書暮号電独走していない  
20  グループ兼鰻楚  酬■兼浪士  敗走ミス  グルービンクしていない  
40  グループ■■批  グルービンクしていない  
80  ■t遍■不■   伝達暮外れ作S又翻伝達不A  FS又はFM¢伝送不▲は暮闇   

01  23  柑甘癒   伝送■外れノ椚¢t【t下／脚  亮■故■は結■交丑  

02  24  ●書暮書触エラー   伝送プロセッサ■＃   SOメイン暮椴交換  

糾  ■書暮号暮■  棉暮専剖■重義   蛛走ミス   
∪7  

システム上に胃じ■書書号が青  
不■応書膏リ  不■応書書リ   システム榊ミス（削l方不よ）  簾用できない■鶉電線鱗  

10  咽珊し   伝送雛外れ作S又はFHO■＃  FS又はFMの■稚なら暮畿交汝  

20  22  走■■■★し   伝送■外れ／FS又はFH¢■＃  FS又はFM¢■＃なら暮薇交汝   

01  ヨ帽ハンドシェイクiタイムオーJトエラー   ノイズならtくして甘綱／  

02  伝遺プロセッサ■糟／ノイズ   伝送プロセッサ■＃なら  

鋸  伝送Pハードウェアエラー  暮檻交■  

08  パスビジーエラー   伝送プロセッサ■＃／ノイズ／  
他のシスチム■暮○■＃   

u8  旭ホし   ノイズなら■くして礪綱／  

20  レスポンス★し  伝送プロセッサ■＃／ノイズ   伝遷プロセッサ■書なら  

40  一個JWドhイクiタイム才一ノトエラー  暮t交■  

80  
伝遺フ0セッサ｛＃／ノイズ／  

舶フレーム＆不■コマンドエラー   憎¢システム■■¢■＃  他¢システム■鶉¢ 

01  0ち  内伝道■＃  ■内伝達ショート／オープン  ■内儀遺ライン¢シ｝－ト／オーブン  

04  05  ■内伝適t爽エラー  

■棚榊九し   ■内伝遺ラインのショート／オープン  

∪9                              10  05  ■内伝達■＃          20  ■内伝逢義仲エラー  

40  ■内伝搬走エラー  幸一擁作中に■示♯か点滅  
00  ■内伝鶏モニタエラー  

暮★センサ▲＃  濃■tンサ■書   劇的ンサ（センサ1と劉が▼ぺて■＃  濃榊 不■、書暮対応必事  
■■センサ■書  榊センサ■鶉   榊Iセンサ（センサ叱5〉がすべて貴書  オフサイクル輪■になり暮す  

■再転議■書  ■内儀遭うインエラー／劇川棚札  ■内伝逮■外れ／義宗嘉蠣不▲  SOメイン暮モーで機出、義示不可   

●表の見方は55ページに記載してあります。   

尚、本表は「Kシリーズテクニカルマニュアルコントロール編158～160ページ」の内容です。   

Lシリーズでの追加異常項目は、次ページに記載してあります。  

●異常ほ歴とは“u O”～“u3’’です。“u O”が新しく、“∪3”が一章古い℡歴です。  
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so.cc 声叩 

1在■＃   ■書暮鷹  ’モ王タ●暮   
▲蜘喧   王劉鱒印腫   ■  曹  

01  18   5198  センサ8（LEVl入口）シ］－ト   どららか一方が異常で  

02  5199  センサ9（LEVl出口）シ］－ト  センサのリード線短絡／  LEVlは一定開度制御  

04  519A  センサA（LEV2入口）シ］－ト  憩温部不良  どららか一万が異常で  

08   519B  センサB（LEV2出口）シ］▲－ト  LEV2は一定開度制御  
uA  

10  5198  センサ8（LEVl入口）オーフ0ソ   どららか一方が異常で  

20  5199  センサ9（LEVl出口）オーアン  センサのt」－ド線断線／  LEVlは一定開度制御  

40  519A  センサA（LEV2入口）オーブン  コネクタ外れ／感温部不良  

80   519B  センサB（LEV2出口）力づ¢ン   LEV2は一定開度制御  

119C  LEVl異常   ］イル外れ／センサ取付不良／  4寺サービス編参照して  

u5  80  03  
119D  LEV2異常  異物噛み込み  」EVの故障判定を行う  

9C，早L；寧L二  
．≠・樗 

鰍 
▲細鵬  ■：書   

争  ＠  ■掛： ．■蠍ざ＝  二剛三 ■■▲＝  ／「∴ 華輪筆善軸  
■  ∈【PRO州■書   暮横不貞   暮■交■  

■■儀也  濃■繍出   1tブレーカー作勤  

シトトサイクル鼻  冷凛■シ■－トサイクル■糟  

冷凛■轟＃  冷凛■■＃書止   諸劃舶用ほ■＃／サーマルトリップ  

濃暮センサ■＃  濃丑センサシ事－ト   

■入センサ■糟  疇Uu■センサショート  

吐出センサ1■＃  吐出暮1センサシ℡－ト  

Ul   
吐出センサ2■＃  吐出■皮センサショート  センサのリード■糧■／  

10  さ7  吐出センサき■書  吐出舶センサショート  慮1揮不▲  

吐出センサ●■  吐出14センサショート  

暮圧センサー＃  轟庄センサショート  

t圧センサ■＃  電圧センサショート  
カ1センサ■1  濠1センサオープン   

t■入センサ■＃  吸入濃センサオープン  

吐出センサ1■  吐出濃1センサオーブン  

吐出tンサ2■  吐出■2センサオープン  センサのリード暮■i暮／  

u2   吐出舶センサオープン  コネクタ外れ／疇1蓼不■  
吐出センサ●■  吐出■4センサオーブン  

■庄センサ■＃  轟庄センサオープン  

■庄センサ■■  電圧センサオープン   

…側書  鰍■■繊■求応書■し  伝送暮外れ／OD伝遺不l■／  

SO伝遥不▲／00故■   翳■不■なう義示暮畿が点■  
02  

04  冷却■媚事象応讐★し  

加■■檜■濃応書★し   

伝遷義外れ／OD伝遺不▲／ ＄0伝達不慮  SO伝遽不よなう■職生も1  
Ul  ∪3   柵丁榊し  

10  ■■●讐禦軟   さ己●●●専暮撤していない  

グループ兼■走  許椚■★枇  聴ミス  グルーピングしていない  

40  グループ≠■■重  グルーピングしていない  

80  ■★；■■不■   伝遭■外れ／FS又はF仙職不▲  F＄又はFH職不1舶   
01  23  ご －JI，   髄IJ掛れ／棚下／肘  ヰ■ よ｛鑓嶋t交■  
02  24  義■●■■tエラー   伝遥プロセッサ■＃   SOメイン暮義交■  

■■●●暮■  ■●●曹2■走■   根毛ス   システム上に■じ■■●書 が鶉  
∪2  ∪4  不■応暮書り   シスチム■轟陪ス（削l方不■）  t■で●ない■■電榊  

10  職州し   伝鶏義外れ／F＄又鮮仙○■＃  FS又躊印○■＃なら暮♯交■  
20  22  し   頓弘■外れ作S又は戸川¢■t  F＄又は戸川O■＃なら暮■交■  

■儀弁オフ■  t■州牢応讐書し   伝遺■外れ／＄00■＃   SO¢■＃なBメイン暮■糞義   
01  組Wドシェイク＆タイ▲オーバーエラー   ノイズなら書くして蠣蠣／  

02  伝遺プロセッサ■書／ノイズ   伝達プロセッサ■＃なら             濃tデータエラー＆不正コマンドエラー  

04  伝達Pハードウエアエラー  暮櫨交■  

08  パスビジーエラー   
伝道プロセッサ■＃／ノイズ／  
愉¢シスチム■■¢■暮   なけれ㈱  

u3  u5  Ack★し   

20  レスポンス★し  
ノイズなa響くして勒／伝遥  

甜プ0セツサ■＃／ノイズ   プロ■tツサ■¶職名暮義交■  
40  馳lニがシ1イクlう吋▲オーJトエラー  

80  
≠○シスナ▲】■■○■tが  
なければ暮t交■   

TMO■徽な8暮蠣濃■  
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SR  FM  

現在異常   異常履歴  異常モ＝タ画面   
異常項目   主な推定l諷因   備  考  

u4  08   06  メモリ異常  EEPROM異常   基板不良   基板交換   

10  機器番号未設定   投定ミス   自己機器番号を設定していない  

∪5                20  グループ未設定  接続情報未設定  設定ミス   グルーピングしていない  

80  異常通葡不能   伝送線外れ／FS又はFMの伝送不良  FS又はFMの伝送不良は基板交換  

01   23  極性未設定  伝送線外れ偶tの電圧値下／給一散陣  結電故障は拾電交換  

02   24  機器番号設定エラニ  伝送プロセッサ異常   SOメイン基板交換  

04  機器番号1嶺  機器番号2垂定義   設定ミス   システム上に同じ機器番号が有  

08  不能応挙有リ   システム構築ミス（機器の使い方不良）  使用できない機器を接続  

10  時刻通報無し   伝送線外れ／FS又lがMの異常  FS又はFMの異常なら基板交換  

20   22  定時通侶無し   伝送線外れ／FS又はFMの異常  FS又はFMの異常なら基板交換  

80   45  照明操作指令応答無し   伝送椿外れ／SOの異常   SOの異常ならメイン基板交換   

u7  0D，OC，EL，SLの“u3”と同じ内容です。前      リベージを参照してください。   

∪6で80が発生した原因の  

∪8  機器 番号  

照明操作時の通僧異常機器番号   SO機器番号   

（1）現在発生している異常紀号（数字）と、この表のモニタ欄に記載した数字との照合の仕方  

①表に記載した数字は単独異常です。発生している数字が表に記載されていない場合は、  

複数の異常が発生している可能性があります。  

（例1）SOの場合  

モニタ記号“∪4”で“05”を表示していれば、“∪4”で‘05”になる数字は、“01”と“04”です。  

よって、異常内容はセンサ1とセンサ3がショート異常ということになります。  

①表示される数字は、10進法ではなく、16進法で表示します。  

したがって、10→A、11→b、 12→C、13→d、14→E、15→Fで表わし、  

－の位の数字を足しても15以上にならず十の位に桁あがりしないようにして、  

複数の異常が2通りの単独異常の細み合わせにならないようにしております。  

（例2）SOの場合  

モニタ記号“u6”で“b O”を表示していれば、“b O，，は“110”です。  

‘‘u6”で“110”になる数字は、‘‘80”と“20”と‘‘10”です。  

よって、異常内容は異常通報不能、接続情報未設定、機器番号未設定ということになります。  

（2）集中管理装置に発生する操作時の遺借異常  

集中管理装1の操作時に通憎が異常になった場合は、操作画面上に通信異常を表示するだけです。   

（ランプ点滅、ブザー及びリレーは作動せす）  

①マルチコントローラ（FM）は、画面下のコメント行に‘‘機器番号 デンソウエラー（＊＊／＊＊），，を  

表示します。（＊はコマンドコード）  

55ページ   



4－4－2．インバータ冷凍機の異常コード別対処方法一覧表  

興韓が作勤した場合の点検は次のように行ってください。   

①コントローラが貴簡を榔すると、デジタル表示部（LDl）に井＃コード職示され、圧書■は停止します。   

②興＃を機灯する膵を劉l軋．1てから、現地手配のスイッチql糟リセット〉（SW3）を押してくだモい。   

③異常t所を点搬、ユニット醐内のユニット糀スイッチく一転一停止〉を一旦「併F」にしてから再び「ON」に  

してくだ古い。エラーコードが消灯します。  

現地手配のスイッチ〈鼻蕎リセット〉（SW3）で再始動を行ってもエラーコードは点灯し続けます。  

■よ135℃且上菅■畑すもこ   出力■Eの■鰊  21R5椚t畑  

◎ユ＿ツト■止から30分以■に  

3分tに■モ■する．この■  
圧力をディップスイッチ嚢示 
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霊檎・榔事織   ■艮   チェック方法8よぴれ■   

桝  
汀Hト1一丁H18）  こ 

挑む電脚す祉圧■■電  
■止し、3分■珊止モード   

（1213〉  椚I   となり3分tに■痘■する．  ♯■不■  
（THC、TH■、H、 触圧■義の●止は行なゎな  岳．■暮  ＝′，トr   
い．〉この■メモリに入★コー  

入力■■鼻t   

6井常』と；  
ト？・Lソuij上  

示されます；  伽出スーJトヒート20K以下か  l．■■■不慮   酬不丘や珊付不良、  
2∈ll  り脚）  兼パック■■事予  つシェル下スーパーヒート10K以  濠t■弁不■、ファンモータの義■、■交の偽書り  

3E11  
（古庄…に仰  

フ、 の暮Ii状書を書鰊             ン  

「圧力センサ鵡膚印畑臼の醐（Riヰ．55）  
すも  mト3、TH2・l．  

◎シェル下スーJトヒートが10K以  
上かつシェル下】u比和℃以上モ  
榔すもと■tモー■する．  

下かつシェル下1■が－151：以  
サーミスタ・圧力センサの■何位■書鰐  ●一■■  

下電4■■榔した■合■tコー  
ド署暮示する．  ¶H2・2、TH2・3．  

（丘暮構は■止し事せ／h）   
この■メモリに■鸞コードモP■  4．メイン暮■のサーミスタ  センサの■込み搬・圧力をディップスイッチ饗示暮簾に  
Tろ．  入力■■不丘  

◎シェル下スーパーヒートが10岨  
上かつシェル下脚以上暮  
書灯すると■■コード貴所靂■■  
する．  

円H、PSL）   

lE12  l143  暮即＃   ⑳暮書中にサーミスタく圧■t  l．ガス■れ、ガス不足  t圧、サイトクラス暮■．胴加．  
2E12  （1243）  仙触手   シェル暮t〉が85℃以上モ5  2．■■書遍輪  準チータの暮■．●適ス1棚  
3E12  （亀圧■t■に判定〉  秒■1t義邦すると圧■tモ  3．腑■の書作  書作弁書の全■モ■欝  

（TH2・l、2－2．2・3）  ●止し3分■超■モードとし．  

メモリに■書コード電紀tする．   
■★コードモ義示丁る．この■  

¢ユ＝ツト■止から3分以l鞘こ  
サーミスタく丘■■シェル1■〉  

が75℃以下を榔すると琳  
篭■●する．   8．棚■嘉tのサーミスタ  

く正●lじlエん5劃p  

入力麒麟＃   

2亡13  ■108   圧儀■が凛■していないか書絆  
■   

（51C2．51C3）   
i．この■メモリに椚コード   
書●止し■＃コードt義示す   2．■暮■■不轟  圧■tへの酬していないか雌  

をI己■すi．   3．∝R雫た膿■  

■書   

El■  1302  暮圧圧力榊  ①■書中に圧力センサく■圧〉が  l．撫作弁■の■作  ■作弁■の全■モー鯉  
轟圧圧力■鸞鶉予  

（1日自の蜘）．圧義■印止   2El■   （閂H）  

3亡l■  
． 

3．…書の汚れ  れ交の汚れ書棚     （6計什6訃史．83H3）  a分tに■厳■する．この■メ モリに■鸞コードモモ■する  4．ファンモータ不よ  空ンモータの慮欄       l」    ●  
◎ユ＝ツトの●止から80分以内  5．ファンモータコネクタl貯  ファンモータコネク  

に■t2．8■MP劇以上モ義邦  8．圧力センサくl旺〉職  r圧力センサ腑Jの璃麟■貯．54）  
すiことを2■■り■▼と、■  

t■止し．■書コード著書示す   
る．この■メモリに■★コード  8用書く1圧〉  圧力■＊■く■圧〉のコネクタの書込み書鰊  
モだ■すも．   のコネクタ雛け  圧力■疇l書く1圧〉からメイン暮■蓼でのだ暮榊  

ユ＝ツト 止か 3 、 に  ■l－－  2．84MP■以上t義邦した■  

10．脚■ チャージ看れ         合は1■日の●卿となり、上巳 ①と■－の■作とな馬．  

◎初めて£■すも■倉tこ、圧力セ  
ンサく1圧〉弼．1肋以下で  
あればl■邑の■■で■書書  
止すろ．  

◎圧力センサく■E〉と脚こ、圧  
力■■■2．咽した  
■餌1■昏の柳で■榊止  
すも  

E15  ■●■暮   ①メイン暮■が■■電機灯する  1．■洲   t■■子棚チェック  

と8分■E■■モー止する．  2．以不虎  メイン暮義コネクタ髄氾のl．胡…圧チェック  
この■メモリに■＃コード有紀  （■モスイッチが一遍EJになってし棚）   
tする．  
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FMで表示され 

■鸞コード  1畦・柳手段   事田   チェック方法および轟■  

∈21   13ロ2  下■＃  ①■輪中に圧力センサく暮圧〉が  
0．098MP8以下書棚すると  
圧■tモー旦■止し、3分■丘  

抑止モードとなり、（この■メ モリに■書コードモモtすも 
．）  ‾ンサく暮圧〉   

月見てしm椰■する．  5．■義   の榔圧力が00g8MP●を  汝け、簾♯不丘            ■■の書■  
◎■f●1蘭に圧力センサく1  

庄〉が0．Og81鵬以下の状書  
モ2■＋り1すと■書コードを  
暮示し、自■l研こ代醐こ切  
集わる．この胃メモリに■鸞コ  
－ド暮Etすも．   

E22  L絆J．J  
l■■■■■■■■■ ●  （1402）   

鶉予   ■台（lP自の珊、圧■tを  aコネクタ批：／義け  コネクタ■のビン繍けの書鱒  
（PSH）   ■止し3分■超■モードとなり、  

は『低圧；．  
メモリに■書コード書紀tする．  
3分tに■戴■すも．この■   

■異常』と三  
れます；  

◎ユニットの●止から30分以内  
に■■オープン事たhショート  

＝＝＝■■  を榔することモ2脚りモー  
と、■書■止し事す．この■メ  
モリに■書コード手記tし、■  
書コードモ千示すも．  

⑳THCサーミスタが正★であれ  
ぼ丁目Cサーミスタの■t用い  
て■モモ暮■すも．   

E31  4250  暮剛■＃   ①lPMのエラーせ号を州した  1．インバータ出力■■  「インバータ」の柳（P．60）  

（4350）  ■合   2．∈42に■じ   E42叫8噌  

【10り  

①■責センサで■t濃遍■  l．インバータ出力■儀  rインバータ」の聯（P．60）  

い50A囲はたは80Arm＄）   2．圧■暮への冷＃  
モ州した■合  t込み   

インバータ艦■暮卿こIPMのシ  「インノトタJの醐（P．80）  
ヨート暮■賽たは圧■義の地文   
モ榔した■合  

l．圧■t地嶋  
触を蜘した■含  2．出力■書■書  

3．t書■＃  

∈38  4220  インバータ暮畑  ①インノて一夕■■中にVd亡≦  l．t柵   ■醐の■■、  

仲卸）  朝■圧最下倒■  180Vモ檎出した■合（ソフト   色相■■圧i180Vかどうか噌  
【108】  ウエア蜘）   2．脚下   →■圧■下していなければINⅥ■散文凛  

一■E■下していれ」rF裡  

①椚V暮■のCN5a：不畑→3．へ  
◎72C不鵬一4．へ  
およの制■チェック  

⑳タイオードスタック不慮★欝→5．へ  

くかNV暮tCNDC2～¢／鵬l■E■  
およぴ⊃ネクタ■チェック  

上附こ■■がなければ¢／A暮拗  
3．1NⅥ■■不良  

4▲72C不慮   
rインバータ蓋■■ チェック方法」の叫  
●♯（P．82）  

タイオードスタック棚貯．84）       5．タイ才一Rタック  
（DS）不1  

∈39  4220  インバータt那  ①インバータ■書中にVdci  1．■■圧轟■  t井■チ台にてt事■圧棚  
四a；氾）  2．1NⅥ■■不1  t＃に■1なければINV暮書モ交汝  
【109】   

亡40  4220  
（■320）  160Vを繍カした■合（八一  
【110】   ドゥエア榔）   

∈■1  4220  ハードウエア■＃・  ①ハードウエア■書ロジック菅ヰ  l．外来ノイズ   rインバータ出力雛のトラブル処■Jの■【1）と（5）  
（4卸）  のみ作■した■台   a削∨暮■不1  
（lll】   a．¢／Å■■不■  

4．1剛不ホ  
5．DCCT不慮   

E■2  ■230  インバータヒートシンク  
鮒■   檜■I用フアンが取凱駄上1t  ヒートシンク棚フアン榔  

■■かつヒートシンク■■   
汀HHSりi9ら℃t脚した   4．1NV嘉蠣不■  インバータ■手中にインバータ暮■⊃ネクタ即ANに  
■合  

2∞∨がかかつていもか■欝  
5．ヒートシンク棚  
フアン不慮  

8．炉M不1  tm棚（P．83）   
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■t｝・ド  暮♯・榔事織   t田   チェック方濃および処■  
E43  42■0  ンバータ1■書  ンパーク■t中にDCCT＞  1．1■シ書－トサイクル  

四3■0）  53Arms蒙たはTHH＄l＞  

．1捧持蒙り   ヒートシン     ‾ ○がないか噌  
た■合   3，W  

．伽不よ  
5Jl・■侶不よ  ＄1サーミスタ■れ■■P．58）  

8．削Ⅵ■義のヒート シンク榔フアン  
出力不足  

7．ヒートシンク  －トシンク榔フアンの新書練  
禰膚lフアン不■  

t濃センサ  rインバータ圭■■書島●島の■暮チェック方法」の礪  
叫蛤⊆⊆！）不良  

．． 乱圧■■インノて一夕  

邑■不よ  くR壁）   

10．圧書■不慮   
…轟 

一カ■÷■（圧■■■入1よ、暮圧■）榔  

■■なけれ鯛封H岬脾  

E44  4280  ∈■2間  
（43¢0〉   

榔した■台   
E45  ら＝旧1  センサくインバータ  ンバータ糀中・2Al汀I8く出  l，汁儀不良   2コネクタと些q■コネクタ劉l榔  

【115】  淵〉P■■鶉  力■丸井抒■く2Am与を脚  
した■合   

E48  5301  ンサくインバータ  ンバータ即のキ＋t濃  l．■★不慮   帖Tコネクタと∝℃T■コネクタ繍購  

【116】  溝t託〉自■■★  く18Ap08kを榔した■台  ．取付不慮  
3．DCCTセンサ不慮  

．暮NV鞘不轟   

E47  530l  センサくインバータ  ンバータ鐘■t軌こACCT  l．1W暮t不虞  rインバータ不腫」の柳（P．60）  
【l17】  脚★  Il出P也にて■＃tモー出し  ．圧1暮地托  、暮■■＃唖、INV脚色■拝  

た■台   かつIP仙不よ  rイン一トタ出州外ラ刀川■jの恥18と【5）●■伊．8り  
E48  5301  センサくインバータ  ンバータf■t¶にDCCT  1．杜撫不よ  IW抑ネクタとDO：Tt⊃ネクタ榔  

【l18】  ＋r∴▲  積出P傭にて■書tを■出し  2，lNV暮■不慮  
た■台  「インバータ出州¢トラフJ側の壌の（l】柵P．61）  

3．DCCTセンサ不鷹  
4．圧暮■地■  、暮州、INV馳■の不■含書鰊  

かつIPM不1   
■■（P．81）  

E49  5301  和才ーフン／センサ  NV艦■■≠に暮PMのオーフ  1ACCTセンサ義け  脚T2センサ■棚仰CC¶蜂I状■雌）  
【119】  くインノトタ甜   ン書t事たはCNCT2緩け電   

け機知贋欄  機知した■合（丘■■蘭の自 己鯵ホ■作にて十分なt濃機  

伽lでせない■合）   ．圧棚■  仙■、●凱田川僻  
rインJトタ州外ラⅦ」の礪の（2】と（5】搾貯．引I  

5．圧儀書インバータ  

草糟不貞虐   rインノトタ出爛のトラフ勅b■」の1の（2】と【5】卿£l）  

サ■t付  t九センサA  
rインバータ生【【   チェック方法Jの腑62）  

メイン暮書コネクタCN闇とIW暮義コネクタ  

＝■■■■■■■●●●  ⊃ネクタ…■棚  

2．1NV暮義＄W敗走  
至邑  

岬．  

3．削V暮檻不良  

ィルタ  

＝＝…■■■■  

いなしWでアクティブフィルタ  
スイッチがONとなっている．   

1∈70  1102  」  1．圧力Il■l■く轟圧〉   l欄椚朗爛の事情  暮作  

2∈70  1302  1．圧力疇サーく暮圧〉  ①班■2，帥M醐作■し  不虎  
3∈70  （4108）  （63Hl，8訝ゼ，8訓3）  

まなは   コードt責示すi．この巾  
2．珊■  メモリに■書コード書紀tすも．  

く咄蜘帽膿〉  5．ファンモータユー柵  フアンモニタコネクタの義弘棚  
（2¢Cl、蹴2、蹴3  8．圧棚く恥の  

コネクタ♯け   
乙準■11事  
8．聯■く暮圧〉  
蕾たl柳鸞  

a測■く仕出tl轟〉   
①珊■136℃州■した  2■■Il■■  ■艦チータの書■ t入ガス1正の書欝  
■倉級■鸞●止し、轟蠣コード  8インジェクション  LEVの作■■書 し∈V・lNJパルプ入出ロの珊  
尊貴示する．この■メモリに  ロ■の巾■不虞  軋【Ⅵ腑一間）附くインジ＝クション〉の作■l鰊  
■＃コ一博だtする．   4．撫什卿  

不■   

フアンの点汝  
フアンコン出力■と出力■Eの書緋  

t■弁くバイパス〉21R5噺脚妊  

蜘■零たは－からメイン暮義手での  
■＋■書   
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FMで表示される異 

l  

■書｝ド  暮嶋・細事投   事囲   チェック方法および娘■  

1E70  3  3叫暮■t濃■t■（正遭圧  1疋遼圧暮t■★  鷺1圧抑故■していないかW  
2E70   1302  ■風圧暮暮）   靴  
3E70  （4108）  侍IC2、51C3）  ①定立圧■t■鴨中にOCR    耕すると■  2．t沈■不農  在社圧■■への酬していなしl棚  

書■止し■★コードt嚢示す る．この■メモリに■tコード を紀t事る．  3 または亡暮■t       たは■■■かからメイン 暮攣才での鮒  
Lo  t圧責示   t丘圧力が－0，100MP8以下で  1．t圧のt下  

税ことを暮♯し零す．   2，圧力センサくt圧〉  
■t   t圧センサの⊃ネクタ緻肌lかチェック  

H2  インバータ圧■■  インバータ庄■tの暮■■濃七  インバータ庄書輌  1鴨して拙著■正していない■触■■  
書■露して■書している．  朋■鷺モードモ（A畑蒙）してくださしヽ（P．3り  

せ用している  
FAn  ■■■用フアン出力  

貴蒙■瞥中   して暮■している．   ■露モードを■用  

している   

し∈Ul  インバータ圧■暮  インバータ圧儀■のインジェク  圧儀■lインジェクシヨ‾  暮色してインジェクショMV■覆を■正していない■合  
インジェクション用  
L   肌ている   

LEU4  サブクール帥  サブクールqヰ■のしEV■t電  サブクールF祐用  暮由してサブクール巾■■EVの■■電■正していない  
LEⅥ榔■定  t正して■モしている．   しⅧ■走モードを  
■艦中  t用している   

以下は■  旧慣  る■合に出る■欄  

■＃：トド  暮■・脚事瞼   事tヨ   チェックカ漆8よび他■  

E53   卿  アドレス2■文暮■書  ■じアドレスのユ＝ツトが   1，暮外ユニットt内  E53エラー発生した■禽には、ユニット■竃スイッチ  
胡してしⅦことを■絆した   ユニット・リモコン■  にて■柑■し、■騰し饗す．  
■合に御するエラー   のコントローラの中   

に■じアドレスが  →■＃発生元と■じアドレスのユニットモ＃し零す．  
2台以上ある．  b）5分以上鮪しても、｛職生しない■舌  

2．伝達嘱胃上にノイズ  一伝道■上の伝道波形・ノイズt■tし蕾す．  
が入り、せ号が変化  
してし事った■合   

∈54   6002  伝茸プロセッサH／W  伝送プロセッサが■0●を遼色  l．■■をONした事象で、王内ユニット暮外ユニットのいすれ欄■の  
■書   したつもりで布ものに、   E■をエ■才たは、棚した■食違匿データR士が鴨突した■に渡形が  

伝送欄上には、■1■が出ている．  王形し、エラーモ脚する．  
2．暮内ユニットに100V■霊を讐義した■台  
3．伝送■の地帖  
4．暮れ榔クJレーピンクする■合に、t■の暮外ユニットの鎗■コネクタ  

（CMO）を＃入  
5．榊発生元のコントローラ不よ  
6．伝送■上のノイズにより、伝送データ職化した■合  
7．にt【Eが肝れていなし1．  

E55   6803  伝恥応臥JSY）  ①咋突■け才一バーエラー   1．伝送■上にノイズ■  伝道■上の伝送濃形ノイズモ■暮し肇す．  
納   伝送の轟賃lこより遼慎でせ   の♯し1爛のt圧が  ■暮方法は、く伝道濃影・ノイ棚〉によります．  

ない状■が、4－10分■   暮鶴して濃入して  一ノイズのない■合には、発生元のコントローラ不良  
暮相生した■台  いるため．伝適  

◎ノイズ■に■り、伝遷■上に  プロセッサが遼僧  
チータが出せない状tが  で亡ない状■と  

4－10分■暮鷺で先生した ■合     なっている． 2．発生元コントローラ の   
不丘   

E56   6購  不正t文脚書   暮■内tmセツサと   l，発生元コントローラ  霊外ユニット、暮内ユニットのt嘉t■■し零す．  

伝道プロセッサの棚不慮  の■卿醐作に より、データが正憎こ 伝わらなか ）  

ったため  
に発生した■＃  不よ  

a発生元コントローラ  

の不よ   

E57   6607  逮脚事仏CK）なし   遭儀t、椙事からの遍■（〟：Kt胃）がない■合に、送■■のコントローラが榔すも■t  
エラー   （■：棚遭で8恥α慎胃かなしⅦl合に、逢す肘■★t榔する．）   
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